いわ て 未来 づく り 機 構 
平成 2 7 年度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 28 年 2 月 1 日 (月 )15:00<17:00 
会 場 : 岩手 銀行 本 店 9 階 大 会 議 室 


次 第 


1 開会 

2 議 

(1) 機構 の 平成 27 年 度 活動 状況 に つい て 

(2) COC+ 事 業 と 機構 と の 連携 に つい て 

(3) いわ て 県 民 計画 「 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン ( 案 ) 」 
に つい て 


(4) 官民 連携 事例 発表 
釜石 市 総務 企画 部 総合 政策 課 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 室長 


石井 重 成 氏 
3 その 他 
4 閉会 


【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー】 
氏 4 所 属 ・ 職 名 

岩渕 明 | 岩手 大 学長 

鈴木 厚 人 | 岩手 県 立 大 学長 

高橋 真 容 | (一 社 ) 岩 手 経 済 同友 会 代表 幹事 、( 株 ) 岩 手 銀行 代表 取締 役 会 長 
米谷 春夫 | 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 、( 株 ) マ イヤ 代表 取締 役 社長 

谷村 邦久 | 岩手 上 商工 人 識 所 連合 会 長 、 み ちの く コ カ ・ コ ー ラ ボトリング (株 ) 代表 取締 役人 
達 増 拓也 | 岩手 県 知事 
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2016 希 望郷 いわ 
て 国体 ・ 大 会 開催 


に 係る 協力 


県 民 一 人 ひと り が それ ぞ 
れ の 立場 で 支え る 

県 民 総 参加 の 国民 体育 
大 会 ・ 全 国 障害 者 ス 
ポー ツ 大 会 の 実現 に 向 
け て 取り 組む 


選手 の 競技 環境 を 整備 
する こと で 、 選 手 強 化 を 
側面 か ら 支 援 す る と と も 


it 
ー ュ 


本 県 選手 の 活躍 に よる 
県 民 へ の 勇気 と 活力 を 
与え る きっ か け 作 り に 取 
り 組 む 


























I LC の 実現 に 向 


けた 取組 


岩 炎 か ら の 復興 を は じ め 、 














多 文 化 共生 社会 や 産業 
の イノ ベー ショ ン な ど 社 
会 ・ 経 済 の 改革 に つ な 
が る 
ILC の 実現 に 向け て 取り 
組む 











いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 27 年 度 に 取り 組ん だ 県 民 運 動 








資料 1 



























目指 す 姿 (最終 目標 ) | H27 年 度 機構 の 取組 目標 産 学 県 
画 県 内 外 各 層 へ の 【 岩 手 銀行 (岩手 経済 同友 会 )】 【 岩 手 大 学 】 | 〇 総合 的 な 企画 立案 、 連 絡 調整 
EISE EON 〇 国体 PR 広告 を 独自 に 作成 し 、 県 内 の 支店 | 〇 岩手 大 学 スポ ー ツ ユニ オン 教員 に よる 国体 実行 委員 | 〇 イメ ー ジ ソン グ 、 ダ ンス に よる 
mi" " に 掲出 中 (4 月 >) 会 へ の 参画 ERES 
画 H28 [県 民 総 参加 」 m ATM ラ ッ ピ ング (2 カ 店 ) O 総 合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ に 対す る 県 民 運 動 協 力 の 働 | 〇 募金 ・ 企 業 協賛 の 募集 (12 月 末 累 
に よる 国体 ・ 大 会 画 募 金 2 億 円 の 確 ウォ ー ル ステ ッ カ ー(84 カ 店 ) か け - 計 実績 ) 募金 226 百 万 円 、 企 業 協 
保 〇 支店 窓口 へ の 募金 箱 設 置 (4 月 て 、50 カ 店 ) | 〇 大 会 ボラ ンティア 養成 講座 賛 316 百 万 円 
の 実現 〇 開会 式 ・ 閉 会 式 に お ける 行員 ボラ ンティア 参 | 〇 大 会 ボラ ンティア 募集 〇 運営 ホラ シテ イ 数 (2 月 末 時 点 ) 
へ の 参加 、 お も て な し 加 希 望 者 の 募集 (4 月 ) (11 月 末 現 在 257 本 大 会 。 1.709 人 /1.800 人 9596 
感謝 〇 スポ ー ツ マガ ジン 「 ス タン ダー ド 」 へ の 国体 | 〇 希望 郷 い わ て 大 会 の 選手 団 サ ポー ト ボ ラン ティ ア 養 成 | O テ レビ 、 ラ ジオ 、 HP 等 を 活用 し た 
画 多 様 な 運動 に よ 応援 シリ ー ズ 広告 掲載 の 実施 (10 月 ~) 協力 校 と し て 、90 人 の 学生 ボラ ンティア を 養成 、 派 遣 す | 広報 展開 
る 盛り 上 が り 、 機 〇 行員 名 刺 へ の 国体 キャ ラク ター 掲載 る た め の 取 組 実施 (休校 措置 、 養 成 講座 の 実施 を 決 | 〇 信 季 国体 歓迎 装飾 12 一 2 月 ) 
| 運 の 醸成 (10 月 ~) 定 、 ボ ラン ティ ア の 募集 開始 ) 〇 文化 ブロ グラ ム 実 施 
| 〇 冬季 国体 へ の 競技 役員 派遣 (1 月 ) AN My ES 
| ボラ ンティア の 実施 (「 ひ と に や さ し い まち づく り 推進 指針 見 直し に 会 プラ ス 関 連 
ew LiT)CEIHf^ pe 【 県 商工 会 議 所 連合 会 係る 研究 」【 地 域 提案 型 地域 協 働 研 究 】) O 部 局 横断 に よる 「 拡 張 国体 ・ 大 会 
rrmaseexs 広げ よう 感動 。 伝え よう 圧計 。 〇 事務 局 へ 職員 1 名 派遣 O 希 望 卿 いわ て 国体 、 希 望郷 いわ て 大 会 「130 万 人 で 参 | 推進 大 作戦 (1 事業 )」 の 企画 立 
SusLVOCAR 〇 募金 ・ 企 業 協賛 金 の 協力 依頼 加 宣言 」 へ の 登録 案 ( 一 部 事業 を 年 度 内 実施 ) 
ーー ESCAS 【 岩 手 銀行 (岩手 経済 同友 会 )】 【 岩 手 大 学 】 〇 就職 支援 の 実施 
| 名 の 県 内 企業 等 〇 強化 選手 1 名 採用 (採用 果 計 2 名 ) 〇 国体 強化 指定 選手 に 対す る 練習 会 場 の 提供 「2016 い わ て アス リー ト 就 職 マッ 
| p33 E へ の 就職 (27 年 4 月 ) 〇 岩手 大 学 ス ポー ツユ ニオ ン に よる 競技 指導 チン グ 」 開 催 (H27.3.20) 
競技 力 の 同 〇 強化 選手 2 名 採用 予定 (28 年 4 月 ) 18 社 ・ 団 体 、 選 手 33 名 参加 
BEAR ELS 〇 アイ ス ホ ッ ケー 競技 へ の 強化 選手 派遣 【 県 立 大 学 】 合格 ・ 内 定 状況 
けた 側面 支援 (1 月 ) 〇 競技 力 向 上 に 資す る 研究 実施 民間 企業 18 人 、 県 (職員 、 教 員 
* (「 自 転 車 競 技 用 運動 解析 セン サー シス テム の 開発 研 | 等 )13 人 
究 」【 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 戦 略 支援 プロ グラ ム の 研究 成果 | 〇 選手 強化 の 支援 
を 活用 】) 補助 金 交付 等 451.217 千 円 
画 ILC 実 現に 向け 【 岩 手 銀行 (岩手 経済 同友 会 )】 【 岩 手 大 学 】 〇 総合 的 な 企画 立案 、 連 絡 調整 
国内 外 へ の ILC の 〇 岩手 県 LC 推進 協議 会 を 通じ た 誘致 活動 | OILC 推 進 協議 会 の 開催 〇 国 へ の 要望 (5 月 、6 月 ) 
概要 や 意義 の 洲 へ の 協力 (4 月 ~) 〇 加速 器 科学 連続 セミ ナー( 全 3 回 ) 〇 講演 会 講師 対応 (随時 ) 
va - 〇 営業 部 店 長 へ の ILC 誘 致 活動 応援 ピン バッ 〇 テレ ビ 、HP 等 を 活用 し た 広報 活 
画 ILC の 実現 チ 配 付 (1 月 ~) 【 県 立 大 学 】 8j 
BBXBEONR OILC に 関す る 国内 外 の 動向 調査 の 実施 〇 世界 各国 の 素 粒子 物理 研究 所 
表明 へ の 働き »5 【 県 商工 会 議 所 連合 会 (ILC 日 米 友好 議員 連盟 と 米国 ILC 関 係 者 と の 情報 交換 | 広報 担当 者 視察 対応 (4 月 ) 
〇 県 民 向 け 講演 会 開催 (3 回 ) 等 ) 〇 海外 向け 英語 広報 誌 「THE 
画 外 国人 研究 者 と O 〇 学生 向け 講演 会 開催 (30 講 座 ) OILC を テー マ と する 講演 依頼 へ の 対応 u KITAKAMI TIMES」 の 発行 
その 家族 等 の 受 〇 調査 研究 視察 (KEK 等) (本 学 公開 講座 、 県 LC 推進 協 議会 公開 講演 会 、 い わ て | 〇 いわ て 加速 器 関連 産業 研究 会 
環境 整備 の 促 〇 要望 提言 活動 (8 回 ) ILC 加 速 器 科学 推進 会 議 講演 会 等) の 設立 ・ 活 動 支援 
* in 〇 国際 会 議 へ の 協力 (2 回 ) OILC の 実現 に 資す る 研究 の 実施 
〇 レセ プシ ョ ン の 開催 (4 月 ) (「 国 際 交 流 協会 等 の 支援 拠点 に お ける 実践 、 効 果 的 な 
画 加 漆器 関連 産業 〇 情報 発信 の 強化 (英語 版 HP リニュ ー ア ル ) 外国 人 支援 の あり 方 の 研究 」、「ILC 建 設 に 伴う 外国 人 





の 支援 


〇 各種 グッ ズ の 作成 ・ 配 布 

(ILC 応 援 年 賀 状 (28.000 枚 ) 、 ポ スタ ー(1.000 
枚 ) 、 ク リア ファ イル (1.500 枚 ) 、 ビ ピン バッ ヂ 
(3.000 個 )、 地 形 ジ オラ マ の 作成 ) 


の 医療 環境 整備 へ 向け た 取組 に 関す る 研究 」【 地 域 提 
案 型 地域 協 働 研究 】) 





いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 27 年 度 に 取り 組ん だ 県 民 運 動 































| H27 年 度 機構 の 取組 目標 産 県 
i 【 岩 手 銀行 (岩手 経済 同友 会 )】 | 【 岩 手 大 学 】 〇 県 ミッ ショ ン 団 派遣 、 知 事 に よる トッ プ セ ー ル ス 
台湾 と の 0M SIE, | 〇 いわ ぎん 「 海 外 視察 ミッ ショ ン 」 | 〇 留学 生 に よる チャ ー タ ー 便 利用 者 へ の 入出 国 手 | (6. 118) 
定期 便 の 就航 | の 利用 促進 の 実施 (11 月 ) 続き サポ ー ト 〇 定期 便 化 の 目標 時 期 (2017 年 ) の 明確 化 
| 参加 者 27 名 (台湾 ・ ベ トナ ム ) | 〇 高雄 師範 大 学 と の 学生 交流 (交換 留学 ) 〇 パス ポー ト 取 得 応援 キャ ン ペー ン 、 国 際 交 流 拡大 
—— MÀ | の 高座 師 範 大 学 学長 表 雪 訪問 E res c 
Mun 済 ・ e 会 議 所 連合 会 台湾 ・ 岩 手 大 学 留学 生 同窓会 テレ ビ 、 ラ ジオ 、 ホ ー ム ペー ジ 等 を 活用 し た 機運 
昨年 度 に 引き 続き 運航 の 交流 の 促進 画定 期 便 就航 実現 〇 台湾 ミッ ショ ン 団 へ の 参加 〇 台湾 向け の 岩手 県 PR 番組 へ の 留学 生出 演 成 
され る 春季 定期 チャ ー RE (6 月 ) 〇 東日本 大 震 災 津 波 ・ 岩 手 県 復興 報告 会 (岩手 県 | 〇 春季 便 は アウ トバ ウン ド で 1.378 名 (延べ 人 数 ) が 利 
ター 便 の 利用 促進 を 図 画定 期 便 の 就航 〇 「 の ぼり 」「 ポ スタ ー」 掲 示 に よる | 主催 ) へ の 出席 用 (台湾 桃園 国際 空港 の 滑走 路 工事 に より 、 秋 季 
る と と も に 、 定 期 便 化 の 啓発 は イン バウ ンド の み ) 
実現 に 向け て 県 内 の 【 県 立 大 学 】 〇 岩 災 後 初 と な る 高雄 か ら の プロ グラ ムチ ャ ー タ ー 
0 ーー が | O 朝 陽 科技 大 学 と の 交流 の 実施 便 が 運航 され る な ど 、 台 湾 と の 交流 が 拡大 


機運 醸成 に 取り 組む — (相互 訪問 に より H28 年 度 か ら の 大 学院 研究 者 間 

| 研究 交流 の 実施 、H28.4 に 朝陽 科技 大 学 で 開催 さ 
れる 国際 会 議 へ の 本 学 教員 及び 大 学院 生 の 参加 
等 を 合意 、 台 中 震 災 科学 館 と の 災害 情報 シス テム 
研究 に つい て 国際 交流 ) 
































E: 【 岩 手 銀行 (岩手 経済 同友 会 )】 | 【 岩 手 大 学 】 講演 会 ・ シ ン ポ ジウ ム の 開催 (5 月 6 月 ) 
「 平 泉 世 界 遺産 の | geringer 〇 行員 に よる 、 事 前 準備 及び 当 | 〇 県 民 一 般 を 対象 と し た 「 平 泉 文化 セミ ナー」 開 催 | 〇 カエ ル 板 絵 の 特別 公開 (5 月 ) 
日 」 (6.29) に 関 BUXOUDEUE || —— BESEÉRU 日 の イベ ント 活動 へ の 協力 (8 回 ) 〇 タイ アッ プイ ベン ト の 開催 (6 月 ) — 
の 理解 促進 | = 〇 平泉 世界 遺産 の 日 に 合わ せ 「 平 泉 文化 遺産 特 めん こい まつ り ( 主 催 :MIT) へ の ブー ス 出 展 
する 取組 画 習 来世 代 へ の 継 \| 。 【 県 商工 会 議 所 連合 会 別 講習 会 」 を 開催 (岩手 県 、 平 泉町 、 奥 州 市 、 一 | 〇 県 民 講座 の 開催 (6 月 11 月 ) 
: | O「 平 泉 世界 遺産 の 日 推進 協議 | 関 市 と の 共催 ) ・ ラ ジオ (エフ エム 岩手 ) に よる 「 県 民 講座 」 の 開催 
E 会 」、「 平 泉 世 界 遺 産 登録 5 周年 | 〇 第 16 回 平泉 文化 フォ ー ラ ム の 開催 2 回 ) こ 
平泉 の 文化 遺産 に つ : 記念 事業 推進 会 議 」 の 設立 (岩手 県 教育 委員 会 と の 共催 ) 〇 全国 誌 を 活用 し た 広報 展開 中 尊 寺 山田 吐 首 と 俳 
いて 国内 外 の 人 々 の 一 平泉 文化 遺産 (4 月 ) 優 村 上 弘明 氏 の 対談 記事 掲載 
理解 を 深め を 活用 し た 地 【 県 立 大 学 】 ・JAL 機 内 誌 「SKYWALK」(8 月 ) 





〇 平泉 文化 遺産 を 活用 し た 地域 振興 に 資す る 研究 | ・ 旅 の 手帖 (8 月 ) 

6 の 実施 〇 弁慶 と と も に 登る 中 尊 寺 ・ 月 見 坂 車いす 体験 会 
b Re | (平泉 な ど を フィ ー ル ド と し た 「 ウ ェ ア ラ ブル デバ イ | (9 月 ) E 

産 を 活用 し た 地域 の 振 ス を 活用 し た ユニ バー サル ツー リズ ム 安 心 シ ステ 〇 県 政 テ レビ 番組 、CM( テ レビ 、 ラ ジオ ) 、 新 聞 、 ホ ー 
興 に 取り 組む | SPESE ム の 研究 」【i-MOS 研 究 課題 】) ムペ ー ジ 等 を 活用 し た 広報 展開 

| O 平 泉町 地方 創 生 総合 戦略 策定 、 推 進 支援 


将来 の 世代 に 継承 し て 域 振興 





(総合 戦略 策定 委員 会 委員 長 ) 














いわ て 未来 づく り 機 構 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 資料 


平成 27 年 度 作業 部 会 の 活動 状況 


産業 復興 作業 部 会 

医療 福祉 連携 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 

東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 

いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 





いわ て 未来 づく り 機構 産業 復興 作業 部 会 の 活動 状況 等 (28.2.1) 











テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 
座長 : 藤 代 博之 担当 機関 : 岩手 大 学 
報告 要旨 

















本 部 会 で は 、 機 構 設立 当時 か ら 地 域 も の づく り 産 業 に 対し て 本 部 会 を 中 心 と する 地域 産学 官 が 支 
援 す べき 7 項目 に つい て 順次 検討 を 行っ て きた が 、 そ の 中 で 懸案 事項 で あっ た 企業 連携 や 産業 復興 
に 不可 欠 な コー ディ ネー ター の 活動 の 在り 方 に つい て 、 重点 的 に 調査 検討 を 行っ て きた 。 
具体 的 に は 、 産 業 支援 機関 が 開催 し た コー ディ ネー ター 人 研修 に 関す る 会 議 に 参加 し て 具体 的 な 
課題 を 把握 する と と も に 、 他 県 先進 事例 の 調査 、 さ ら に は 県 内 全 自 治 体 を 対象 と する コー ディ ネー タ 

アン ケー ト 調 査 を 実施 し て き て お り 、 年 度 内 に これ ら を 分 析 し て コー ディ ネー ター の ある べき 方 策 に 
つい て の 提言 素案 を 作成 する こと と し て いる 。 

























































































































































































à 1. 平成 27 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) — 0 0 0 0| 


H コー ディ ネー ター スキ ル ア ッ プ セ ミナ ー へ の 参加 

10 月 28 日 産学 官 連携 コー ディ ネー トス キル 向上 セミ ナー へ の 参加 
H 
H 















































( 公 財 ) 横浜 企業 経営 支援 財団 調査 
( 公 財 ) 浅間 リサ ー チ エク ステ ンション セン ター 調査 



























































2. 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
















コー ディ ネー ター の 課題 に つい て 把握 する た め 、( 公 財 ) 
\ わ て 産業 振興 セン ター が 主催 し た コー ディ ネー トス キ 
レア ッ プ セミ ナー に 参加 し て 情報 収集 し た ほか 、 先進 事例 
調査 と し て 洪 間 リサ ー チ ェ ク ス テン ショ ン セ ンタ ー や ( 公 
d) 横浜 企業 経営 支援 財団 の 活動 を 調査 し て 知見 を 高め 





コー ディ ネー ター 活動 に 関す る 
ン ケ ー ト を 県 庁 政策 地域 部 科学 IL 
推進 室 に 協力 を 頂き 実施 する 。 
・ ア ン ケ ー ト 結果 を 分 析 す る と と 
に 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 等 へ の ヒア ! 
ング を 行い 、 課 題 を 洗い 出す 。 

・ こ れ ら を 踏ま え 部 会 を 開催 し て # 
言 方 針 を 協議 し て 提言 の 素案 を 3 
と め る 。 

































































































































































また 、 岩 手 県 科学 1 LC 推進 室 と 連名 で 「 コ ー デ ィ ネ ー 
ー ア ン ケ ー ト 」 調査 を 岩手 県 内 全 自 治 体 に 実施 し て いる 
| EEGUOBAA 















































i: 3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 00000 LL 
本 部 会 は 、 機 構 設立 当時 か ら 地 域 も の づく り 産業 に 対し て 地域 産学 官 が 支援 すべ き 7 項 目 に つい 
て 順次 検討 を 行い 、 そ の 中 の 懸案 事項 で あっ た 企業 連携 や 産業 復興 に 不可 欠 な コー ディ ネー ター 


の 活動 の 在り 方 に つい て と り ま と め て 、 機 構 関係 者 に 提言 し て 活動 を 一 旦 終 える こと と し た い 。 





































































































(参考 資料 ) 


平成 2 8 年 1 月 8 





手 県 内 市 町 村 の 担当 部 課長 各位 








いわ て 未来 づく り 機 構 産業 復興 作業 部 会 

部 会 長 藤代 博之 (岩手 大 学 教授 ) 
岩手 県 政策 地域 部 科学 1 LC 推進 室 
長 佐々 木 dE 
































コー ディ ネー ター アン ケー ト に つい て 


















































時 下 ま すま すご 清祥 の こと と お 慶び 申 し 上 げ ま す 。 本 県 の 産学 宮 連 携 の 推進 に 対し まし て 
頃 よ り 格 別 の ご 高配 を 賜り 、 厚 く 御 礼 申し上げ ます 。 

さて 、 産 学 官 の 組織 の ネッ トワ ー ク で あり ます 「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 産業 復興 作業 音 
会 で は 、 地 域 創 生 に 対す る 産学 官 連携 の 役割 の 大 き さ に 着目 し 、 そ の 実務 を 担っ て いる コー デ 
イネ ニタ ーー SAN a Fd S 

つき まし て は 、 下 記 に より 貴 職 が 直接 また は 間接 に 雇用 し て いる コー ディ ネー ター 等 の 状況 
に つき まし て 、 下 記 に よ 0 回 答 い た だ きた く お 願 いし ます 。 














































































































































































































記 




















査 対象 と な る コー ディ ネー ター 等 の 範囲 
学 や 試験 研究 機関 の 研究 成果 を 発掘 し て 商品 化す る まで の 段階 に お いて 様々 な 支援 を 行 
まだ は 、 ベ ンチ テ チャー 企業 の 設立 や 育成 、 シー ダ *・ ニ テー スズ マッ チン グ に よる 新 ビ ドジ ネ 
立ち 上 げ を 支援 する 人 材 で あっ て 、 勤務 形態 は 常勤 また は 非常 勤 と し 、 活 動 の 対価 と し 
回 別に 謝礼 を 受け 取る 者 は 除き ます 。 
具体 的 な コー ディ ネー ター の 職種 (呼称 ) 次 の と お り で す 。 

産学 官 連 携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー、 科 学 技術 コー ディ ネー ター、 知 的 財産 マネ ー ジ ャ ー、 技 術 
移転 マネ ー ジ ャ ー、 技 術 移転 ユー ディ ネー タ 、 知 的 財産 アド バイ ザー、 特 評 流 通 アド バイ 
ザー、 特 許 情報 アド バイ ザー、NEDO フェ ロー、 ク ラス ター・ マ ネー ジャ ー、 インキ ュ ベ ー 
ショ ンマ ネー ジャ ー、 マ ッ チ ング ・ プ ラン ナー、 そ の 他 地 域 が 産業 振興 の た め に 雇用 する コ 
ニー デイ ネー ター な など 
周 査 内 容 

別紙 の と お り 

答 期 限 
平成 28 年 2 月 1 日 
照会 先 

手 大 学 COC 推進 室 小野 寺 純 治 

住所 : 岩手 県 盛岡 市 上 田 3—18-—6 

電話 : 019-621-6053 FAX:019-621-6928 

























































































































































































































































































E-mail : jonodera@1wate-u.ac.JD 





コー ディ ネー ター に 関す る アン ケー ト 調 人 査 


間 1 回 答 され る 方 の お 名 前 、 御 所 属 等 に つい て 伺い ます 。 
団体 名 
御所 属 









































E-mail 























M2 コー ディ ネー ター (CD) の 雇用 状況 に つい て 伺い ます 。 
貴 団体 で は CD を 雇用 され て いま すか ? 該 当 す る 方 の 番号 を 〇 で 囲ん で 下さ い 。 
D は い づつ 問 3 へ 
Q vex o 問 7 へ 
































CD の 雇用 形態 に つい て 伺い 3 
]3—1 職名 








人 数 














雇用 され て いる 方 は 常勤 、 非 常勤 の いずれ で し ょ うか ? 
名 非常 勤 名 





























財源 は 何で し ょ うか ? 該当 する 方 の 番号 を O で 囲み 、 外部 資金 の 場合 に 
は その 名 称 も お 人 答え 願い ます 。 
① 自己 資金 
② 人 外部 資金 (資金 名 







































































問 3 一 5 雇用 期間 は 定め て お られ ます か 。 該当 する 番号 を 〇 で 囲み 、 定 め て いる 場合 に 
は 年 数 も お 答え 願い ます 。 
① 定め て いな い 
② 定め て いる (雇用 期間 年 ) 















































問 4 CD の 活動 内 容 に つい て 伺い ます 。 
該当 する も の に 〇 を つけ て くだ さい (いく つ で も )。 
① 研究 者 、 企 業 等 の 紹介 ・ 引 き 合わ せ 

情報 収集 
























































研究 成果 の 発掘 
交流 会 、 研 究 会 等 の 開催 
技術 の 評価 
国 や 地方 自治 体 の プロ グラ ム へ の 応募 支援 
特許 化 支援 
技術 指導 
ライ セン シン グ 

経営 支援 

マー ケティング 支援 
ビジ ネス モデ ル 作 成 支援 
金融 関係 支援 

その 他 ( 



















































































CD DO SO OOD OO LS 








m5 CD の 活動 状況 に つい て 伺い ます 。 
間 5 一 1 CD の 活動 を どの よう に 評価 され て お り ま すか ? 該当 す る 番号 を 〇 で 
下さ い 。 
大 変 満足 
満足 
や や 不満 
不満 















































CD の ヨ E で 挙げ て くだ さい 。 









































H5—3 CD の 雇用 や 活動 に 当たっ て の 課題 を どの よう に お 考え で すか ? 重要 と 思わ 
れる も の を 3 つ 選 ん で くだ さい 。 
第 1 第 2 
マン パワ ー (人 数 ) が 不足 
スキ ル が 不足 

雇用 期間 が 短い 

活動 資金 (旅費 ) が 不足 
活動 資金 (調査 費 ) が 不足 
活動 資金 (その 他 ) が 不足 (具体 的 に : 










































































SOOO OO 














人 的 ネッ トワ ー ク 構築 が 課題 
勤務 時 間 に 制 限 が あり 、 自 由 な 活動 が で き な い 
周辺 で の CD の 活動 へ の 理解 が な い (少な い ) 






























































間 6 CD へ の 研修 に つい て 
間 6 一 1 CD に 対し て 研修 を 行っ て お り ま すか ? 該 当 す る 番号 を 〇 で 囲み 、 実施 し て い 
る 場合 に は 研修 (分 か る 範囲 で ) の 名 称 を 記入 し て くだ さい 。 
① は い G 
(2. いい える 



























































間 6 一 2 CD 研修 は 必要 と 思い ます か ? 該 当 す る 番号 を 〇 で 囲ん で くだ さい 。 
① は い 
② pere 
9 どちら と も いえ な い 




















me-—3 問 6 一 2 で ゆ の 「 は い 」 と 回 答 さ れ た 団体 に 師 い ます 。 ど の よう な 人 研修 が 必要 
と 思わ れ ま すか 。 必 要 と 思わ れる も の を 具体 的 に ご 記入 願い ます 。 







































































問 7 コー ディ ネー ター の 雇用 希望 に つい て 

問 7 一 1 CD を 雇用 し て いる 団体 に お 伺い し ます 。CD の 人 数 は 充分 で し ょ うか 、 
体 の 場合 に 適正 と 思わ れる 人 数 は 何人 と お 考え で すか ? 

適正 人 数 名 現在 の 雇用 人 数 4 不足 名 




























































































問 7ー2 CD を 雇用 し て いな い 団 体 に お 伺い し ます 。 

BH7—2—1 CD 雇用 し た いと お 考え で すか ? そ の 場合 何人 必要 と お 考え で すか ? 
① 必要 必要 人 数 _ 名 
② 必要 で は な い 
Q どちら と も いえ な い 、 よ く 分 か ら な い 


















































Hz—2—2 間 7 一 2ー1 で 「 必 要 」 と 応え た 団体 に お 伺い し ま 3 




















EE 


て いな い 理 由 に つい て どの よう に お 考え で すか ? (BI 





































































































問 8 自由 記載 (産学 官 連携 の 在り 方 、 コ ー デ ィ ネ ー ト 活動 、 岩 手 県 の 産業 振興 等 
見 を お 聞か せ 下 さ 
























































ご 協力 いた だ き 、 有 有り難 う ご ざ いま し た 。 

















いわ て 未来 づく り 機構 医療 福祉 連携 作業 部 会 の 活動 状況 等 (28.2.1) 


テー マ : 医療 と 福祉 体制 の 整備 一 見 守り を 核 と し た 被災 地 の 生 活 支援 型 コ ミュ ニ 
ティ づく り 


報告 要旨 
(1) 26 年 度 ま で の 成果 を 基盤 と し て 、 見 守り に お ける 地域 包括 の モデ ル を 構築 し 、 関 係 者 の 
連携 を 図っ て きた 。 


① 平 成 27 年 度 は 釜石 市 平田 地区 で 、 福祉 施設 を 見 守り 拠点 と し 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 生 活 支援 の 重 

^— 層 的 見 守り 体制 (3 つの ICT 活用 医療 ・ 福 祉 シス テム と 、 買い 物 支 援 「 ま ご ころ 宅急便 」) 
実証 実験 を 行っ て いる 。 

② 殿 間 事 業者 に お ける 地域 見 守り 事業 の 開発 を 支援 し た 。 

(2) 成果 報告 や 普及 に 向け た 取り 組み を 行っ て いる 。 (講演 ・ シ ン ポ 、 研 修 会 等 ) 





1. 平成 27 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 
平成 27 年 4 月 6 日 岩手 県 立 大 学 メ ン バ ー に お いて 今年 度 の 取り 組み 検討 
平成 27 年 5 月 21 日 平田 地区 取り 組み 検討 

平成 27 年 6 月 11 日 釜石 市 社会 福祉 協議 会 等 と フィ ー ル ド 体 制 検討 
平成 27 年 6 月 26 晶 平田 地区 進捗 状況 会 議 

平成 27 年 7 月 31 日 釜石 市 保健 福祉 部 と 検討 会 

平成 2 年 8 月 5 日 釜石 市 市 長 ・ 保 健 福祉 部 職員 へ の 取り 組み 説明 会 
平成 27 年 8 月 11 日 岩手 県 社会 福祉 協議 会 に 取り 組み 説明 


平成 27 年 9 月 4 日 。 平田 地区 進捗 状況 会 議 

平成 27 年 10 月 9 日 日 本 遠隔 医療 協会 総会 に お いて 取り 組み 説明 ・ 打 ち 合 わせ 

平成 27 年 10 月 20 日 . 平田 地区 フィ ー ル ド 関 係 者 へ の 説明 と 検討 会 

平成 27 年 12 月 11 日 平田 地区 フィ ー ル ド 検討 会 

平成 27 年 12 月 28 日 地域 包括 ケア に 対す る 今後 の 取り 組み 方 策 検 討 (学会 シン ポ ・ 行 政 
職員 研修 を 企画 等 ) 

平成 28 年 1 月 1 日 釜石 市 釜石 市 社会 福祉 協議 会 と 今後 の 取り 組み を 検討 





2. 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
平成 27 年 度 活動 計画 平成 27 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 題 

① 市 町 村 の 地域 包括 ケア シス テム | ① 釜 石 市 平田 地区 の 重層 的 見 守り の 実証 実験 を も と に 、 
に 資す る 方 策 を 政策 提言 釜石 市 ・ 岩 手 県 等 に 政策 提言 を 行っ た 

② 民 間 事 業者 の 地域 見 守り 事業 の | ② 河 ま ご の て が 実施 する 「 お うち で ま ご の て 」 の 開発 を 
モデ ル 構 築 支援 し 、 民 間 主 体 の 地域 包括 ケア モデ ル を 構築 し た 。 





また 、NTT ド コモ と 共同 で 高齢 者 の 転倒 防止 ・ 見 守り ア 
プリ 開発 も 行っ て いる 。 
③ 産 学 宜 の 検討 体制 を 維持 これ まで の 取り 組み を 継続 ・ 維 持 
④ 外 部 資金 を 継続 的 に 確保 ④ 米 国 クア ルコ ム 社 の 助成 で 平田 の 実証 実験 、 平 成 27 
年 度 未 まで は 岩手 県 立 大 学 復興 加速 化 プ ロジ ェクト 











⑥⑤ 成 果報 告 ・ 普 及 | ⑥6 月 18 日 岩手 県 医療 福祉 情報 化 コ ン ソ ー シ ア ム シン 
ボ ジ ウ ム 「 地 域 包括 ケア に 資す る 医療 ・ 福祉 情報 化 」 
8 月 5 日 釜石 市 市 長 ・ 職 員 へ の 取り 組み 説明 会 
2 月 12 日 日 本 遠隔 医療 学会 スプ リン グ カ ン フ ァ レ ン 
| スパ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン 「 地 域 包括 ケア を 支え る 事業 
を どの よう に 進め る か ーICT の 活用 か ら 考 える 」 
厚生 労働 省 保険 局 担当 者 ・ 小 川 ・ 長 谷川 が パネ ル 
指定 討論 者 に 前 岩手 県 保健 福祉 部 職員 ・ 例 石 市 職員 
3 月 岩手 県 に て 行政 ・ 社 鼻 職 員 対 象 の 研修 会 



























今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 

① 市 町 村 の 地域 包括 ケア 体制 づく り に 資す る 具体 的 な 方 策 と し て 政策 提言 を 行う 。 

2025 年 を 目途 と し て 市 町 村 で 取り 組み が 進め られ て いる 「 地 域 包括 ケア 」 体 制 づ くり に 重 
点 を 置き 、 医 療 福祉 の 連携 体制 に 関す る 政策 提言 を 行う 。 

特に 、 釜 石 市 で は 、 平 田地 区 の 取り 組み を モデ ル と し て 、 全 市 的 な 地域 包括 ケア に 向け て 
の 取り 組み の な か で 普及 を 提言 し 支援 する 。 

②④ ヘ ルス ケア ビジ ネス に 関す る 医療 ・ 福 祉 の 連携 策 に 関す る 検討 と 提言 を 行う 。 

民間 事業 者 に お ける 見 守り と 生活 支援 の 一 体 化 に つい て これ まで も 取り 組み を 進め て き ぎ 
た 。 こ れ を 基盤 と し て 、 岩 手 県 内 の 「 ヘ ルス ケア ビジ ネス 」 を 推進 する た め の 医 療 ・ 福 祉 連 
携 の 体制 づく り に つい て 検討 を 行い 、 政 策 提言 に 向け て の 準備 を 行う 。 

③ 産 学 官 の 検討 体制 を 維持 

岩手 県 立 大 学 教員 (福祉 ・ 看 護 学部 ) 、 医 療 関係 者 (遠隔 医療 学会 、 盛 岡 赤十字 病院 ・ 盛 
岡市 立 病院 等 医師 、 岩 手 医科 大 学 関係 者 ) 、 岩 手 県 (政策 地域 部 ・ 保 健 福祉 部 ・ 復 興 局 ) 、 
岩手 県 社会 福祉 協議 会 、NTT ド コモ 、 費 ヤマ ト 運 輸 、 鎖 マイ ヤ 等 。 

③④ 外部 資金 を 継続 的 に 確保 

クア ルコ ムジ ャ パン 助成 金 「 重 層 的 見 守り の 構築 の た め の 先導 的 研究 」 は 、 ET 
区 を フィ ー ル ド と し て 取り 組み を 平成 28 年 9 月 まで 継続 。 そ れ 以 後 の 資金 に つい て は 、 
画 ・ 申 請 予定 。 | 
| ⑧ 成 果報 告 ・ 普 

地域 包括 ケア シス テム の 取り 組み に 向け て 県 内 外 に 成果 報告 を し 、 取 り 組 み を 普及 する 。 
平成 28 年 度 は 県 内 市 町 村 職 員 へ の 情報 提供 を 重点 化す る と と も に 、 書 籍 を 作成 する 。 
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いわ て 未来 づく り 機構 か け 笑 作業 部 会 の 
活動 状況 等 (28.2.1) 


テー マ : 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 推進 
座長 : 森 達也 担当 機関 : 岩手 県 


報告 要旨 

沿岸 被災 地 で は 復旧 か ら 復 興 へ と 段階 が 移行 する 中 、 復 興 支 援 ニ ー ズ が 、 物 資 供 
与 や ボラ ンティア 派遣 等 の 短期 的 支援 中 心から 産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 の 
中 長期 的 視点 に 立っ た 支援 等 に 多様 化す る と と も に 、 首都 圏 を 始め と する 県 外 で は 
復興 関連 報道 の 減少 等 か ら 関 心 の 低下 が 懸念 。 ま た 被災 地 や 復興 に 関心 を 有する 企 
業 ・ 団 体 に あっ て も 被災 地 に 対す る 認識 の 変化 も 見 られ る な ど 、 被災 地 を 取り 巻く 
環境 の 変化 へ の 対応 が 課題 と な っ て いる 。 

平成 27 年 度 は 、 こ れ ら の 課題 の ほか 、 人 口 減少 ・ 高 齢 化 が 急速 に 進む 沿岸 被災 地 
の 現状 を 踏ま え 、 短 期 的 支援 の み の 活動 か ら 、 復 興 支 援 活動 を 効果 的 に 推進 する た 
め 、 と れ ま で の 実施 体制 を 見 直し 、 中 長期 的 視点 に 立っ た 効果 的 な 復興 支援 活動 へ 
の 注力 も 併せ て 展開 。 

復興 支援 ニー ズ に 合わ せ た 2 系 統 で の マッ チン グ を 進め る と と も に 、 NN 

る 情報 の 総合 的 な 発信 と 拡散 、 企 業 ・ 団 体 等 と の ネッ トワ ー ク の 更 な る 強化 に 
組ん だ 。 


d. 平成 27 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 肉 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 。 ーー 
平成 27 年 5 月 28 日 ( 木 ) 第 5 回 作業 部 会 開催 (参加 者 : 12 名 ) 
平成 26 年 度 部 会 活動 実績 及び 平成 27 年 度 部 会 活動 計画 に つい て 
平成 27 年 度 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 業務 に つい て 
平成 28 年 1 月 8 日 ( 金 ) . 第 3 回 アド バイ ザー 会 議 開催 (参加 者 : 7 名 ) 
「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 平成 2 年 度 実施 
状況 等 に つい て 
LA わ て 三共 復 座 の か け 橋 ブロ ジェ クト 」 の 平成 78 年度 の 方 | 
向 性 に つい て 
平成 28 年 1 月 12 日 ( 火 ) 第 6 回 作業 部 会 開催 (参加 者 : 10 名 ) 
「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ ク ト 」 の 平成 7 年度 実施 
状況 等 に つい て 
「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 平成 28 年 度 の 方 
向 性 に つい て 








- 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 

u H 27 活 動 計画 | H 27 活 動 状 況 ・ ・ 成 果 9 課題 

() 復興 支援 マッ チン グ — |) 復興 支援 マッ チン グ | 
多様 化す る 復興 支援 ニー ズ に 以下 の 2 系 | (D 物資 の 供与 等 の 支援 提案 や 被災 地 か ら の 支援 

統 の 体制 で 対応 し 、 被 災 地 の 復興 支援 マッ チ | 要請 に 係る 支援 マッ チン グ に つい て は 、 平 成 27. 
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ング を 実現 する 年 3 月 に 設置 し た 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 | . 


【 目 標 : 支援 箇所 数 100 箇 所 】 、 協 議会 」 (事務 局 : 県 政策 地域 部 内 ) に 配置 する 
① 物資 供与 や ボラ ンティア 派遣 等 の 従前 か ら 復興 支援 員 を 中 心 に 対応 。 
要請 の ある 支援 マッ チン グ は 発 災 か ら 期 間 相談 対応 、 支 援 提案 側 と 支援 を 受け る 側 と の マ 
を 経過 し て いる も の の 、 一 定 の ニー ズ が ある ッ チ ング 調整 、 取材 ・ 捕 報 発信 等 、 一 連 の 流れ に 
と と か ら 継 続 し て 対応 随時 関わ りな が ら 業 務 を 進め た と ころ 。 
②・ 産 業 再 生 や コ ミュ ニテ ィ 再 生 等 の 中 長期 マッ チン グ が 成立 し た 支援 箇所 は 、 平 成 27 年 
的 視点 に 立っ た 地域 振興 に 寄与 する 支援 マ 12 月 末 現 在 で 97 箇所 。 
ッ チ ング の 要請 に も 対応 ② 産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 、 中 長期 的 な 視 


点 に 立っ た 地域 振興 に 寄与 する 支援 マッ チン グ 
は 、 一 般 社団 法人 R CF へ の 業務 委託 を 通じ て 展開 。 

沿岸 被災 地 に お ける 復興 支援 ニー ズ を 把握 す 
_ る と と も に 、 首都 圏 を 中 心 と する 県 外 企業 ・ 団 体 
に 対す る 今後 の ビジ ネス 展開 に つなが る 協 働 事 
業 な どの 復興 支援 活動 の 誘致 に 注力 。 

平成 27 年 12 月 末 現 在 で 63 社 を 訪問 、 被 災 地 
の 状況 や ニー ズ 説 明 と と も に 、 企 業 の 関心 や 支援 
の 意向 等 に つい て 意見 交換 を 実施 、 商 品 開発 等 の 
復興 支援 の マッ チン グ を 成立 させ る な ど 、 着 実に 
取組 を 進め て いる 。 


(2) 復興 関連 情報 の 発信 (2) 復興 関連 情報 の 発信 
沿岸 被災 地 の 現 状 を 伝え る と と も に 、 復 興 | ① 復興 支援 ポー タル サイ ト に 、 投 災 地 に お ける 復 
の 進捗 状況 や さま ざま な 活動 情報 を 復興 支 興 活動 を 後押し する 記事 や 被災 地 や 復興 状況 へ 
援 ポ ボー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け の 関心 や 理解 が 深まる 記事 、 また 企業 ・ 団 体 が 有 
橋 」 や ツイ ッ タ ー、 フェイ スプ ブッ ク 等 に より する 強み を 生か し 今後 の ビジ ネス 展開 に つなが 
総合 的 に 情報 発信 。 る 新た な 支援 マッ チン グ を 促進 する 記事 等 を 随 
【 目 標 : 復興 トピ ックス 掲載 数 200 件 】 時 掲載 。 
掲載 し た 復興 トピ ックス 記事 数 は 、 平 成 27 
年 12 月 末 現 在 で 231 件 。 
Q 加え て 更 な る 復 尋 関 連 情報 の 拡散 に 資す る た 
め 、 大 手 媒体 と の 連携 に よる 情報 発信 、SNS 
の 積極 的 な 活用 に よる 情報 発信 を 実施 。 


(3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 (3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 
復興 支援 を 速やか に 実現 で きる よう 、 県 内 | ① 首都 圏 等 の 企業 ・ 団 体 へ の 個別 訪問 等 の ほか 、 更 
外 の ネッ トワ ー ク を 構築 ・ 強 化 な る ネッ トワ ー ク 構築 ・ 強 化 に 資す る た め 、 昨年 8 


【 目 標 : ネッ トワ ー ク 構築 企業 数 20 社 】 |. 月 に 都内 で 「 岩 手 か け 橋 共 創 ネ ットワーク 会 議 」 を 
開催 。 20 社 以上 の 参加 を 得 て 、 沿岸 被災 地 の 現 状 や 
ニー ズ 情 報 、 支援 企業 の 活動 事例 情報 を 共有 、 有意 
な 情報 交換 を 実施 。 第 2 回 の ネッ トワ ー ク 会 議 も 2 
月 9 日 開催 の 方 向 で 調整 中 。 

Q 治 岸 被災 地 で 活動 する 行政 ・ 団 体 等 で 構成 す 
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る 各種 情報 会 議 等 に 復興 支援 員 や 職員 が 定期 的 
に 参加 。 ニ ー ズ 情報 等 収集 の ほか 支援 提案 な ど 
の 情報 を 積極 的 に 提供 。 













今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 
1 平成 2 年度 の 方 向 性 
〇 中 長期 的 視野 に 立っ た 被災 者 ・ 被 災 事 業者 等 へ の 支援 に 引き 続き 注力 
O 物資 供与 等 の 従前 か ら の 支援 マッ チン グ も 一 定 の ニー ズ を 踏ま え 継 続 し て 対応 
復興 支援 ニー ズ の 変化 や 入口 減少 ・ 高 齢 化 が 急速 に 進む 被災 地 の 状 況 に 鑑み 、① 復 興 支 援 マッ チ 
ング 、⑨⑳ 復 興 関 連 情 報 の 発信 、③ 復 興 支援 ネッ トワ ー ク の 構築 ・ 強 化 を 継続 し て 展開 する 方 向 。 
復興 支援 マッ チン グ に つい て は 、 中 長期 的 視野 に 立っ た 支援 マッ チン グ の 調整 と 物資 供与 等 の 従 


前 か ら の 支援 マッ チン グ に つい て 、 2 系 統 で 引き 続き 対応 。 

復興 支援 ネッ トワ ー ク の 構築 ・ 強化 に つい て は 、 こ れ ま で 構築 し て いる ネッ トワ ー ク を 積極 的 に 
活用 し て 連携 を 深め る ほか 、 新 た に 、 被 災 地 域 に お ける ネッ トワ ー ク 強化 に 向け 、 自 治 体 、 
係 、NPO 等 の 団体 、 地 元 事業 者 等 参集 の も と 、 ネ ットワーク 交流 会 合 を 開催 、 取 組 課題 ・ 

の 把握 や 復興 関連 情報 、 有 意 な 企業 支援 情報 等 を 共有 し 、 被 災 地 側 の 受け 入れ 旧 c 
取り 組む ほか 、 新 規 の 具体 的 な マッ チン グ 成 立 に 向け た 取組 手法 等 を 検討 する 。- 





平成 27 年 度 取組 事例 (復興 支援 マッ チン グ ) 
【 取 組 事例 ①】 日 本 ゼ トッ ク 株 式 会 社 に よる 復興 支援 の マッ チン グ 


1 日 本 ゼ ト ッ ク 由 は 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の マッ チン グ に よ 
り 、 平 成 26 年 度 か ら 久 慈 市 ・ 新 山根 温泉 「 べ っ ぴん の 湯 」 化 粧品 の 販路 開拓 支援 
を 展開 。 

2 今年 度 、 新た に 岩泉 乳業 時 ・ 側 岩泉 産業 開発 と の 支援 マッ チン グ が 成立 、 新 
製品 (龍泉 洞 の 水 を 使用 し た 化粧 水 ) 開発 に 着手 。 

3 平成 27 年 9 月 より 開発 会 議 を 開始 し 、 平 成 28 年 6 月 の 完成 ・ 販 売 を めざし 、 
関係 者 問 で 議論 を 重ね て いる 。 

4 今回 の 商品 開発 で は 、 開 発 に か か る 諸費 用 を 日 本 ゼ ト ッ ク 社 が 負担 、 商 品 化 
まで 全て の 責任 を 持っ て 支援 。 販 路 開 拓 は 、 岩 泉 乳業 社 及び 岩泉 産業 開発 社 が 
担う と と も に 、 日 本 セト ッ ク 社 で も 協力 し て 取り 組む 予定 。 



































































































































































































































































































































































































































































































































fov A 


{開発 会 議 の 様子 。 救 種類 の 化粧 水 サ ンプ ル に つい て 関係 機関 の 女性 社員 で 構成 する 開発 ナー ム の 女 
和 性 スタ ッ フ が つけ 心地 を 比較 する 様子 。 ] 
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[開発 状況 を 伝え る プレ スリ リー ス 。 今後 も 、 マッ チン グ 状 況 等 を 随時 情報 発信 し て いく 。 ) 


【 取 組 事例 の 】 プ ライ スウ ォ ー タ ー ハ ウス クー パー ス 株 式 会 社 (PwC 偶 ) に よる 
復興 支援 の マッ チン グ 


1 PwC 帆 は 沿岸 広域 振興 局 と アラ イア ンス を 締結 (平成 26 年 9 月 ) 、 沿岸 局 
管内 の 事業 者 に 対し て 「 経 営 指導 」 支 援 を 展開 。 
2 EBORE LR DNA ENE IU EGRE 37 
ト 」 で マッ チン グ 調 整 。 | 
3 今年 度 12 月 初旬 の 県 北 広域 振興 局 
主催 の 「 地 域 産業 応援 セミ ナー」 に 
同社 担当 者 が 癌 壇 。 局 管内 の 事業 者 に 
対し て 、 こ れ ま で 同社 が 大 震 災 後に 岩 
手 県 沿岸 地域 で 展開 し て きた 経営 支援 
の 事例 を 踏ま えて 見 えて きた 課題 や 必 
要 と な る 対応 策 等 を 提示 。 j 
[地域 産業 応援 セミ ナー の 様子 〕 

















【 取 組 事例 ③】 三井 物産 株 式 会 社 に よる 復興 支援 の マ ッ チ ング 








1 被災 地域 で 同社 が 手掛け る 「 未 来 へ の 教科 書 ~For Our Children~」 出 前 
授業 プロ ジェ ク ト に [VA SC Si a OIN SENS T 


Sud 





は 
わ て 三陸 復興 の か け 橋 プ € s hu 
ロジ ェクト 」 が 介在 。 ( xiu 

2 県 教育 委員 会 通じ た |J "it 
事業 周知 等 へ の 協力 の ほ 前 d 
か 、 久 慈 東 高校 (平成 27 AECAS  MAEAMMAY Ri 
年 12 月 4 日 )、 大 船渡 市 立 cum] 福島 の 野菜 伝承 学ぶ 





吉浜 中 学校 CEHOMEI SEL] や り が いや 百 来 に 刺 数 












月 29 日 ) で の 実施 に 協力 。 あちき み が は たと た らち る る ral, の 
s 4& maee7us i EYED Wit P 

ェクト の 実施 を 端緒 と し HE ENINIT Ii MIHI IN 

て 、 キ ャ リア 教育 分 野 で 自負 

の 三井 物産 貞 と 被災 地域 HT 

2o RABIRROS iit 

り に 向け 引き 続き 調整 を (RR Ee HUN HE Ra, 平成 27 年 12 月 5 日 付 岩手 日 報 

進め て いる 。 


【 取 組 事 例 ④】 アサ ヒ グ ル ー プ ホー ルディ ング ラス 株式 会 社 に よる 復興 支援 マッ チン グ 


1 いわ て 未来 づく り 機 構 と アサ ヒ グ ル ー プ ホー ルディ ング ス 山 で は 、 平 成 26 
年 12 月 に 、 連携 ・ 協 力 し て 被災 地 の コ ミュ ニテ ィ 再 生 を 支援 し て いく と する ア 
ライ アン ス (協力 体制 の 構築 ) を 締結 。 

2 本 アラ イア ンス に 基づき 、「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プ ロジ ェクト 」 の 一 
環 と し て 、 被 災 市 町 村 で の 郷土 芸能 の 保存 ・ 発 展 に 寄与 する コミ ュ ニ ティ 笑 
動 を 支援 する 「 ア サ ヒ グル ー プ ・ コ ミュ ニテ ィ 助 成 事 業 j の 実施 に 全面 協力 。 

3 平成 27 年 4 月 か ら 7 月 に か け て 沿岸 市 町 村 を 通じ て 事業 募集 、 全 12 市 町 村 

か ら 応 募 が あり 、36 件 21, 768 千 円 を 採択 。 
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【 取 組 事例 ⑤】 東 京都 に よる 復興 支援 の マッ チン グ 


1 NRE RR Re 
スト で ある 「 へ ブン アー ティ スト 」 を EH , iH 
派遣 、 公 演 を 行う 支援 を 継続 。 昨 年 度 
か ら は 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ 
ジェ クト 」 の 一 環 と し て 開催 会 場 等 を 
コー ディ ネー ト し て いる も の 。 
2 今年 度 8 月 に は 、 大 船渡 市 お お ふ な 
と 夢 商店 街 、 山 田町 び は ん プラ ザ 店 「 い 
ちび が 」 会 場 に て 、 へ プン アー ティ スト 
に よる 多彩 な パフ ォ ー マ ンス が 繰り 広 
げ ら れ た 。 [お お ふ な と 夢 商 店 街 で の 公演 の 様子 


【 取 組 事 例 ⑥】 社会 福祉 法人 読売 光 と 愛 の 事業 団 に よる 復興 支援 の マッ チン グ 


1 読売 光 と 愛 の 事業 団 (東京 都 ) か ら 、 本 県 被災 地 に お ける 福祉 関係 の 活動 
に 対す る 助成 を 推進 する た め 、 人 AU cR 炎 が あり 、 マッ チン 
グ に 着手 。 EE 

2 岩手 県 社会 福祉 協議 会 等 の 協力 に よ 
り 、 今年 度 は これ まで に 沿岸 被災 地 の 
4 団体 (ウー ク フ ォ ロー お お つ ち 、 わ 
ら び 学園 (と も に 大 梓 町 ) 、 か まい し 
ステ ーション (釜石 市 ) 、NPO 法 人 イ 
ー ハ トー ブ と り も と (宮古 市 ) ) へ の 
助成 を 決定 し て いる 。 

県 社会 福祉 協議 会 担当 者 も 、 今回 の deu 
寄贈 に より 各 施 設 の 作業 効率 が 向上 [わら び 学 園 に 寄贈 され た エア ニン 〕 
し 、 ひ いて は 施設 で 働く 方 々 の 福利 
厚生 の 向上 に つなが る と 謝辞 を 述 
。 べ て いる 。 











平成 27 年 度 取組 事例 (復興 関連 情報 の 発信 ) ” . ・ 
【 情 報 発信 ①】 復興 支援 ボー タル サイ ト 、SNS に よる 情報 発信 


W:^— Neu Li 際 復 具 の か け 橋 」 を 管理 ・ 


2 Be u P Misa d 


fxh cicdEo8S  8xüU PrxsEXO O マ プン 者 yep 





画 SNS で 情報 を 随時 拡散 (Tvi tter, Facebook) 
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【 情 報 発信 ②】 オル タナ 、Yahoo! 等 の 協力 を 得 て 、 オ ル タ ナ ・ オ ン ラ イン ペー ジ 、 
Yahoo! ニ ュー ス 「 雑 誌 」 ページ で の 記事 掲載 に よる 情報 発信 
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【 情 報 発信 ⑨】 ボー タル サイ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ① 


3 イン タダ ーネット で つなぐ 、 地 域 と “ヨリ ソ モ ノ " | {平成 2 年 了 月 3 日 掲 穫 】 
ン 外 か ら 発 掘 ! 地元 や 知ら な い 地 域 の “お宝 " 


地元 の 人 も 知ら な い 秘 境 の お 宝 在 、 外 部 
の 視点 か ら 光 を 当て 、100 年 続く 地域 を つ 
くり の た だい 穀 石 ・ 崖 崎 半 島 を 換 点 に 活 
動 す る 団 技 が 、 イ ンタ ーネット を 活用 し た 
ユニ ー ク な 計 戦 谷 始め た 。 屋 崎 半 島 出 島 者 
の ぼ か が か UI ター ン を 含む お 4 名 で 推 成す る 、 

「 居 幅 10O 年 学舎 』 だ 。 イ ンタ ダー ネッ ト 上 
に 尾崎 半 婁 の 写真 を 撮 載 し 、 ユ ー ザ ー10 ひ 
名 か ら ア ン ケ ー ト を 集め 、 地 域 の 史 力 を 改 
め て 考え よう と いう 取組 だ 
(https が goo.g/oC6kdVy) 。 


「 尾 詩 100 年 学 千 」 は 、 蘭 段 ト レッ キン 
グ や 漁業 体験 等 に よる 外 と の 交流 や 、 環 境 
整備 な ど 、 尾 崎 半 島 存 活性 化す る だ た め の 災 
応 い 活動 を 行っ て いる 。 そ の 中 で メン バー 
が 大 事 に し て いる 「『「3③ つ の 尾崎 」 ( 必 崎 半 
島 、 尾 時 神社 、 所 崎 白浜 ) の 魅力 を 外部 の 
視点 を 交 え で て 見 つめ 直し 、 今 後に 受け 継い 
で いく ぐ 氷 動 お に し た いと いう 考え だ 。 


この 収 組 の ブ プラット フォ ー ム に な っ て い 
る の は 、Google が 提供 する 「 イ ノ ベ ー 
ジョ ン 東 北 」 。「 イ ププ ベー ジョ ン ツ 東 北 」 は 、 
斑 成 2S 年 6 月 に 、 東 北 の ビ ジネス や コミ ュ 
ニテ ィ の 擬 尋 を 支援 する た め に Google が 
中 届 と な り 立 ち 上 げた プロ ジェ クト で 、 葉 
S xBHCOmdECHURZQJS:r2HCBRORB 
お 人 と 、 そ の プロ ジェ クト に 参加 し た い 全 
国 の 人 と を つなぐ 、 マ ッ チ ング ブラ ッ ト 
フォ ー ム だ 。 


「 サ ポー ター」 は 日 本 全国 から 誰 で も 、 
イン ター ネッ ト 上 で 自ら の 知見 や アイ ディ 
ア を ボラ ンティア で 提供 する こと で 、 住む お 
場所 や 仕事 を 変え ず に 、 支 援 を 貞 要 と し て 
いる 各地 域 の チャ レン ジ を 朗 租 で きる 仕組 
み に な っ て いる 。 こ れ ま で 30O 件 以上 の 
チャ レン ジ に 対し 、 ら 55O 件 以上 の マッ チン 
グ を 行っ て きだ 。 


関連 URL 
WES EESO T v L7 DE 
Wi/^-7375ib 
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TRCEDEGUIBDIIENSEE GET . EENS 
0&8 屈折 』 に は 机上 の 区 と 人 


今回 の 取組 で は 、 慣 崎 半 島 の 『 地 域 の お 
SRÉEE£R] OMcsDIC 100A. OD toiR-- — 6 
f&ULCUVAZ d1AZUGR-HFHICBIDSB 
Rd. SSsUERCPMNFZ-—HFiICEAASO 
SigRE. KOSC«OA2«12C8WFKI mIE 
に 関わ る こと が で きる と いう 点 で 、『 イ ノ 
ベー ジョ ン 東 北 』 に と っ て も 新 だ な 試み で 
あり 、 今後 、 地 域 活 性 化 の ユニ ー ク な 六法 
の {4 つと し て も 、 他 地域 で の 箕 姜 も 期待 で 


きる 。 


岩崎 1OO 年 学舎 代表 の 久保 章 太 き ん は 、 
「 サ ポー ター の ひと こと か ら 気 付き を も ら 
い 、『 あ だ た り ま え の 風 景 』 を 『 才 崎 半島 の 
お 宝 』 に 変え て いき た い 。 そ し て 、 サ ポー 
ター の 琴 を ひろ げ 、 外 の 人 に も 尾崎 半島 の 
魅力 各 知 っ て ほし い 」 と 意気 込み を 語る 。 
アン ケー ト で 集まっ た 意見 は 、 地 域 の コン 
セプト の 村 築 、 そ れ を 基 に し た 建物 リノ 

ベー ショ ン や 、 交 流 人 口 増加 に 向け た だ ブロ 
グラ ム 作 成 に 活か し て いく と いう 。 ほん の 
ひと 手 問 の 関わ り 、 想 い の 共 有 で も 、 東 北 
の 未来 づく り に 携わる こと が で きる 。 これ 
まで 東北 と の 関わ り を ちっ て いな か っ た 人 
も 、 参 加 し て みて は どう だ ろう か 。 サ ポー 
ター の 凌 集 は 、 了 月 12 日 まで 。 


https/goo.gPoCGkdW 
https; /www.innovationtohoku.com 











【 情 報 発信 ⑨】 ポー タル サイ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ② 


5 DIMUS EÁrIYCI (E510 7467 H1 5E) S ME) 
^72 rjJ4BUXS 


C ÀBIO- Z LARESUS (東京 部 板橋 区 ) 。 
1B ORIS 2O70B5C5ic-. SNO 
岸 の 海産 物 な ど 、 岩 手 県 内 各地 の 産品 が 部 
ぶ 。7 月 2 日 へ 6 日 に 行わ れ た 「 和 盛岡 デー・ 
イン ・ 東 京 」 だ 。 今年 で 1O 回 目 を 迎え 、 
毎年 この 時 期 を 楽し み に し て いる 周辺 住民 
も 多い と いう 。 物 預 だ け で な く 、 半 ん ささ 中 
- り や 実演 了 売 、 わ ん こそ ば 体験 な ども あり 、 
連日 多く の 人 で 賑わっ て いた 。 


元肥 この イベ ント は 、 イ オン グル ー プ 合 
菩 前 の サテ ディ が 初め て 盛岡 に 出店 し た 
2006 年 に 、 情 山 プラ ンド の PR の だ め に 
始ま っ た 企画 だ っ た 。 茂 深 前 か ら 、 各 岡 市 
aon bas CH SL CUVEA ES 
BMC OSGFEBIDIIM GA ved iB e 
Qe. GNSXHEOREIOIsCU CS. 


実は イオ ング ルー プ は 、 地 方 自治 床 と の 

連携 に 力 在 入れ て いる 企業 の 1 つ だ 。 岩手 

C5. Emm cuta mimis UL. 

地域 振興 の た だめ の 様 な 取組 を 行う 。 ilit 

の 希少 な 食材 の 友 援 も 行っ て お り 、「『 盛 較 

デー・ イ ン ・ 東 京 』 で も 、 久 慈 地方 で 開発 — 

され だ 出 ぶ どう ワイ ン が ライ ン ナ ッ プ の 一 M UA. 
2CUCEAOSITYCUME, DB s 
イオ ン リ テー ル GO BHEIUPBE ——CUEBROUETN OS US 
XEX—AOQAXBBeAm. CESHÉON - 

催 以 降 、 “ 治 岸 従 火 地 の こ と を 忘れ な いで 

ほしい" “少し で も 復興 に 向け て が ん ば っ 

て いる 皆さん の 産品 を 東京 の 皆さん に 知っ 

て ほし い 、 現地 に 足 を 運ん で ほぼ ほしい" と の 

願い も 乗せ て 関 催し て いる 。 こ れ か ら も 

。 フェ ア を 通じ 、 そ の よう な メッ セー ジ を 発 

・ 信じ し て いき た だ た い 」 と 想い を 込め る 。 


「 艇 岡 デー・ イ ツ ・ 東 京 | の ブロ ア 内 に ・ 
は 、 セ タ 目 前 の 時 期 に あわ せ た 「 復 興 記 意 
短 情 」 が 設 胃 さ れ 、 岩手 県 へ の 応援 メッ 
セー ジ が 数 多く 寄せ られ て いた 。 に この 短 其 
は も ちり お が 後 興 支 援 セ ンタ ー に 寄贈 され 、 
し ば らく の 間 展 示さ れる 予定 だ 。 


eg 














ヒ セタ に ちな ん だ 短 型 に 寄せ られ た た 復 
典生 援 メッ セー ジ 
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平成 2 年 度 取組 事例 (復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 ) 
【 ネ ットワーク 構築 事例 】 岩手 か け 橋 共 創 ネッ トワ ー ク 会 議 の 開催 


1 「 ぬ いわて 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 実 施 の 中 で つなが り を 得 た 企業 
等 の 参集 の も と 、 企業 及び 県 の 実務 を 担う 担当 者 同士 が 、 直接 や り と り が で 
きる 機会 を 提供 し 、 沿 岸 被災 地 の 復 興 や 地域 課題 の 解決 に 向け た 情報 共有 と 
情報 交換 を 行う こと に より 、 企 業 間 並 びに 企業 ・ 県 の ネッ トワ ー ク の 強化 を 
図り 、 効 果 的 か つ 発 展 的 な マッ チン グ の 実現 に つなげ る こと を 目的 と し て 、 
岩手 か け 橋 共 創 ネッ トワ ー ク 会 議 開催 。 
2 第 1 回 目 を 平成 27 年 8 月 26 日 に 東京 都 千 代田 区 (砂防 会 館 ) で 実施 。 
県 (復興 局 、 政 策 地域 部 、 沿岸 広域 振興 局 、 県 北 広域 振興 局 及 び 県 東京 事 | 
務 所 ) か ら 復 興 の 状況 や 課題 、 支援 ニー ズ の ほか 、 復興 に 向け た 県 の 取組 内 
容 等 を 説明 。 企業 か ら は 復興 支援 活動 の 最新 事例 を 発表 。 ま た 、「 産 業 復興 」 
「 雇 用 ・ 人 材 育成 」「 コ ミュ ニテ ィ 再 生 」 に 関連 し た 意見 交換 も 実施 。 
3 会 議 に は 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ や 化粧 品 メ ー カ ー、 飲料 メー カー、 電機 メー 
カー、 金 融 、 商社 な ど 幅 広い 業種 か ら 24 社 が 参加 し 、 交 流 を 深め た と ころ 。 
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いわ て 未来 づく り 機構 
東北 玉造 イ ニシ アテ ィ ブ 作業 部 会 の 活動 炎 況 等 28. 2 1) 


テー マ : 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ と の 協 働 と 人 材 育 成道 場 の 運営 
座長 : 川村 ES C 担当 機関 : 山 岩 手 銀行 






報告 要旨 

平成 27 年 度 は 、 平 成 25 年 度 に 活動 を 始め た 実践 型 人 材 育成 道場 「 未 来 創造 設 」 に つい て 、「 第 3 
期末 来 創造 藝 」 を 5 月 17 日 に 開講 し 運営 。 

11 月 15 日 の 卒 塾 式 で は 、 釜 石 ・ 大 船渡 ・ 陸 前 高田 ・ 住 田町 か ら 参 加 し た 14 名 の 加 生 が 、 多 く の 
地域 関係 者 が 一 堂 に 会 する 前 で 、 半 年 間 の プロ グラ ム の 成果 と し て 決意 表明 の スピ ー チ と 事業 構 
想 を プレ ゼン テー ショ ン 形 式 で 行っ た 。 復 興 の 一 翼 を 担う 行動 官 言 を し た 塾生 に 対し 、 聴 衆 か ら 
は 塾生 の 活動 を 応援 し 、 地 域 へ の 波及 効果 を 期待 する 声 が 多く 寄せ られ た 。 

総じて 第 3 期末 来 創造 事 は 、 講 師 企業 は 勿論 、 作 業 部 会 参画 機関 を 中 心 と し た 地域 関係 者 の 関 
与 と 協力 が 増し た こと 、 任 期 に 伴い 事務 局 (出向 者 ) が 総 入れ 替え と な っ た も の の 伴走 ・ 運 営 カ 
に 支 庫 を きた すこ と な く 、14 名 の リー ダー 青 成 と 多様 で 挑戦 意欲 に 溢れ た 事業 プラ ン の 発表 と い 
う 、 第 1 期 、 第 2 期 に 勝る と も 劣ら な い 成 果 を 残し た 、 と の 評価 を 地域 関係 者 か ら 頂 戴 し た 。 

第 3 期生 の 挑戦 は 始ま っ た ば か り で ある が 、 構 想 が 実現 し 、 成 果 が 目 に 見 える 形 で 地域 に 波及 
し て いく よう 、 引 き 続 き 、 地 域 を 挙げ て 支援 し て 参る 。 

第 1 期 、 第 2 期 を 含め る と 計 57 名 の 卒 事 生 が 輩出 され 裾野 が 拡大 し て いる が 、 東 北 未来 創造 イ 
ニシ アテ ィ ブ と の 協 働 を 通じ 、 地 域 か ら も 多く の 人 が 入塾 し て お り 、 人 材 育成 の 観点 か ら は 一 定 
の 成果 を 収め て いる 。 

昨年 11 月 下旬 に は 、 気仙沼 に お いて 卒 事 生 の 集い と 称し 、 岩 手 沿岸 (釜石 ・ 大 植 ・ 大 船渡 ・ 陸 
前 高田 ・ 住 田 ) の 「 未 来 創 造 諏 」 卒 誤 生 と 、 気 仙 沼 ・ 南 三陸 で 開催 され て いる 「 経 営 未 来 塾 」 の 
卒 塾 生 が 一 同 に 会 し 、 交 流 を 深め て いる 。 ま た 、 卒 塾生 は 、 次 回 は 5 月頃 に 再び 一 同 が 会 する 予 
定 と な っ て お り 、 縦 ・ 横 の 連携 も 一 層 強 まり 、 地 域 を 牽引 し て いく こと が 期待 され る 。 

最後 に 、28 年 度 で 最後 と な る 、 第 4 期 未来 創造 塾 は 7 月 に 開講 を 予定 し て いる 。 人 材 育成 の 取 
組み は 、 地 方 創 生 と 東日本 大 震 災 か ら の 復興 に 必ず 資す る も の と 考え て お り 、 会 員 機 関 の 皆 様 に 
| は 、 こ れ ま で 以上 の 人 材 育成 道場 へ の 関わ り と ご 協力 を 宜しく お 願い し た い 。 





































1 . 平成 7 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 
平成 28 年 1 月 15 日 ( 金 ) < 第 5 回 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 > 開催 
15 時 16 時 30 分 (1) 参加 者 5 名 
岩手 銀行 釜石 支店 (2) 討議 内 容 
① 平 成 27 年 度 (第 3 期末 来 創造 塾 ) の 活動 報告 
② 平 成 28 年 度 の 未来 創造 塾 に つい て 
③ 未 来 創造 勤 の 塾生 に 対す る 支援 の 在り 方 に つい て 
( 3 ) 成果 (アウ トブ ッ ト ) 
(D 未来 創造 塾 は 、 東 北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 豪華 な 講師 陣 だ 
け で 成り 立つ も の で は な く 、 現 地 に いる 出向 者 の 親身 な 伴走 、 塾 
生 同士 の 相互 触発 と 切 確 丈 磨 、 本 気 で 人 材 竣 成 に 取り 組む 地域 の 
関与 が あっ て 成り 立つ も の で ある が 、 第 3 期 を 通じ て 、 ££U c 
は 良かっ た と 部 会 全員 や 地域 か ら 評 価 を いた だ いた 。 
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Q 釜石 市 で は 、 未 来 創造 藝 の 卒 塾生 が 中 心 と な っ て 、「 釜 石 よい 
さ 」 と いう 市 内 の 祭り の 運営 、「『 釜 石 〇 〇 会 議 」 と いっ た 市 民 創 
発 型 の 地方 創 生 先行 型 事業 の 運営 も 担い 、 市 民 が まち づく り に 参 
加 す る 際 の 中 心 と な っ て いる 

Q 大 船渡 市 で は 、 起業 や 事業 拡大 、 販 路 開 拓 な ど を 検討 し て いる 
方 を 対象 と し て 、 事 業 計画 立案 、 マ ー ケ ティ ング な どの 基礎 知識 
や 上座 学 や 実務 講座 で 学ぶ 「 第 3 HEAGIBIEZS O0 ov REKER] 1H 
30 日 に 開講 予定 。 講座 は 全 6 回 、 講 師 は 公益 社団 法人 日 本 技術 士 
会 (経営 工学 部 会 ) より 派遣 。 未来 創造 塾 終了 後 の 1 つの 方 法 と 
し て 考え て いる 。 

④ GB Leg CH. AEBUDÉSRO SEIT S3 PE 
行っ て いる 。 具 体 的 に は 、 卒 塾 式 で 行わ れる スピ ー チ お よび 事業 
構想 の 内 容 を チェ ッ ク し 、 独自 に サポ ー ト 方 法 を 検討 し アプ ロー 

チ を 行っ て いる 。 

平成 7 年度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) ・ 

平成 2 年度 活 動 計画 平成 27 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 題 

(1) 第 3 期末 来 創造 塾 

・ 平 成 27 年 5 月 17 日 (日 ) 

第 3 期 「 未 来 創造 塾 」 開講 式 
※11 月 まで の 半年 間 の プロ グラ 
ム で 運営 
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初め て 、 大 船渡 会 場 に て 合同 開催 

総勢 16 名 の 塾生 (うち 女性 2 名 ) が 参加 
・ 地 域 別に は 釜石 6 名 、 大 梓 1 名 、 大 船渡 6 名 、 陸 前 高田 
2 名 、 住 田町 1 名 

・ 属 性 別に は 起業 家 (創業 、 法 人 成り 含 ) 4 名 、 既 存 事業 

者 の うち 第 二 創業 ( 新 事業 ) 4 名 、 事 業 拡大 ・ 再 構築 8 名 


マッ キン ゼー・ ア ンド ・ カ ン パ ニー 

※ 3 期 より 、 監 査 法 人 は トー マツ に 加え 、 あ ず さ 、PWC 
あら た 監査 法人 が 参加 。 

14 名 に よる スピ ー チ と 事業 構想 プレ ゼン 

成果 ・14 名 の リー ダー 輩出 、 意 欲 的 な 事業 構想 の 発表 

id ・ 卒 塾生 の 構想 実現 に 向け た 歩み ぐ 別 紙 > 




































・ 平 成 27 年 6 月 て 10 月 
25 3H] IRGEBIDESA) の 運営 
※ 右 記 セ ッ シ ョ ン に 加え 、 
・ グ ルー プ メ ンタ リン グ (月 数 回 ) 
・ 個 別 伴走 (10 r&y 5 2S8 ai H 
リハーサル まで は 毎週 実施 


















・ 平 成 27 年 11 月 15 日 (日 ) 
第 3 期 「 未 来 創造 事 」 卒 塾 式 





課題 ・ 塾 生 募 集 (定員 24 名 か ら 16 名 へ 縮小 ) 
・ 地 域 の 関与 ( 塾 へ の 参加 、 卒 対生 の フォ ロー アッ プ ) 










(2) 卒 東生 へ の アン ケー ト 実 施 ・ 
対象 アン ケー ト 者 数 : 41 人 


(事業 構想 具現 化 状況 ] 

事業 構想 書 の 具現 化 は 34% (14 人 ) 、 具 現 化 中 は 54% 
(22 人 ) 、 具現 化 断念 5% (2 A) 、 事業 構想 の 変更 7 % 
(3 人 ) と な っ て いる 。 
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【 具 現 化 に あたっ て 、 サ ポー ト の 要望 】 

マー ケッ ト 情 報 の 提供 22%、 専 門 家 紹介 (派遣 ) 1 
9 %、 補 助 金 紹介 13%、 各 相談 機関 ・ 研 究 機関 へ の 取次 
ぎ 12%、 融 資 等 の ファ イナ ンス 9 %、 販 売 先 の 紹介 3 %、 
その 他 22% と な っ て いる 。 そ の 他 と し て は 、「 話 を 聞い 
て 頂け る 場 が ほし い 」 な ど 。 













X フリー コメ ント で は 、 多 く の 卒 事 生 か ら 、 塾 生 の 状況 を 定期 
的 に 教え て 欲し いと いう こと と 、 卒 則 生 を 気 に か け て ほし いと 
いう 回 答 が あっ た 。 



























3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 
【 活 動 の 方 針 】 

人 材 育成 に 取り 組み 、 地 域 の 未来 を 牽引 ・ 創 造 する 気概 の ある 若手 リー ダー を 募 出し 、 塾 生 同 
士 の 繋が り を 創出 する と 共に 、 塾 生 個々 の 事業 構想 書 が 少し で も 実現 に 近づく よう 、 地 域 を 挙げ 
て 行動 を 支援 する 。 ひ いて は 、 震 炎 か ら の 復興 お よび 『 地 方 創 生 』 に 貢献 する こと と な る 。 


【 活 動 予定 】 
(1) 人 材 育 成道 場 の 継続 開催 (最終 年 度 ) uu 
① 第 4 Nicole eS (平成 28 年 7 月 中 旬 開 講 予 定 ) 
② 半 年 間 の プロ グラ ム の 日 程 は 、 今 後 講師 企業 と 調整 し 決定 する (開講 式 ま で に は 確定 ) 
③ 定 員 予 定 16 名 (釜石 ・ 大 横 8 名 、 大 船渡 ・ 陸 前 高田 8 名 ) 、 募 集 を 5 月 か ら 開始 予定 
※ た だ し 、 作 業 部 会 の メン バー か ら は 、 7 月 開講 は 遅い の で 、 前 倒し で 開講 し 12 月 上 旬 に は 
卒 塾 式 を 迎え た いと の 意向 が あっ た 。 理 由 と し て 、 年 末年 始 を は さ お こ と で 、 追 い 込 み を |. 
図る 際 、 塾 生 の モチ ベー ショ ン が 担保 され な い 懸 念 が 大 い に あ る か ら で あ る 。 
【 依 頼 事 項 】 
〇 参画 機関 か ら の 声 掛け お よび 勧誘 の 後押し 
〇 事 の 運営 や 各 セ ッ シ ョ ン へ の 参加 


東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 活動 は 、28 年 度 で 最後 。 仮 に その 後 何 ら か の 持続 的 
な 展開 を 見 握 え た 場合 、 ノ ウ ハ ウ を 唄 収 ・ 蓋 積 す る に は 出向 者 以外 の 地域 関係 者 の [ 
関与 が 不可 欠 で ある 。 








(2) dGkBUSSROxHeE (第 1 期生 、 第 2 期生 、 第 3 期生 ) に 対す る フォ ー ロ ー 
(D 作業 部 会 の 参画 機関 を 中 心 に 、 各 機関 が 連携 し 、 得 意 分 野 で 下記 の 取組 み を 推進 する 。 
(未来 創造 塾 は 、 リー ダー 育 成 で あり 塾生 が 自分 で 行動 する こと と し て いる ) 


情報 提供 、 各 相談 機関 へ の 取次 ぎ 、 専 門 家 紹 介 (派遣 ) 、 商 談 会 等 へ の 案内 (販売 先 
の 紹介 ) 、 フ ァ イ ナ ンス 、 補 助 金 紹介 、 経 営 革新 の 認定 支援 (事業 構想 書 の リメイク ) 
起業 ・ 創 業 支 援 、 事 業 承継 、 な ど 





② 未来 創造 誤 の 目的 は 、「 自 社 の 事業 の みな ら ず 地域 を 牽引 する 若手 リー ダー の 非 出 ]」「 地 | 
域内 ・ 地 域 を 踏 い だ 論 生 同士 の 繋が り を 創出 」 に ある こと か ら 、 個 々 の 事業 構想 の 具現 化 だ 

け に と ど ま ら ず 、 そ の こと と を 媒介 と し て 、 地 域 を 牽引 する こと が で きる よう 導く こと が 特に 
重要 。 
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(3) 卒 塾 生 の ネッ トワ ー ク 形成 à 
① 岩手 沿岸 (ERR CABE CAHeUE- ERE: EBD 2343205 Sli - RS— EEOARERTEZ 
中 心 と な っ て 、「 卒 塾生 の 集い 」 な どの 場 を 設け て いる 。 
② 昨年 1 月 27 日 に 、 岩 手 沿 岸 お よび 気仙 沼 ・ 南 三陸 の 卒 塾生 が 気仙 沼 に 集まり 、 メ ンタ ー 
の 中 核 で ある 講師 を 招き 「 卒 塾生 の 集い 」 を 開催 。 次 回 は 、 5 月 頃 釜石 で 開催 の 予定 。 
③ あく まで 主体 的 に 卒 塾生 が 中 心 と な っ て ネッ トワ ー ク を 形成 する こと に 意義 が ある も の 





の 、 必 要 に 応じ て 当 部 会 と し て も サポ ー ト し て 参り た い 。 
【 ま と め 】 
28 年 度 で 事業 が 終了 する こと か ら 、 事 業 の 引き 継ぎ お よび 卒 塾 後 の 支 援 体制 を 構築 する 。 
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人 材 育 成道 場 「 第 3 期 未 来 創造 塾 」 EN 


8 月 


5 月 6B 7 月 
T JOUER N| チー ム で メン タリ ング を 線 り 返す 
Beck メン タリ ング /| 同上 に 穫 強 会 で の 学び に より 捕 知 を 補強 する 


6/27・28 7/11-12 10/10・11 
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30:323 E 
・ 経 営 と 数 字 ( 日 本 政策 投資 銀行 ) ・ 事 業 構 想 ( 監 査 法 人 ) 
・ リ ー ダ ー シ ッ プ (NPO 法 人 アイ ・ エ ス ・ エ ル ) 会 計 士 が メン ター と し て 、 塾生 が 本 当 に や り 
・ 戦 略 て (マッ キン ゼー アン ド ・ カ ン パ ニー)  - 遂げ た い 個 別 の 事業 搭 想 を 一 緒 に 考え 伴走 
"マー ケティング (博報堂 ) 
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いわ て 未来 づく り 機構 復興 教育 作業 部 会 の 活動 状況 等 (28.2.1) 


テー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 
座長 : 栗林 徹 担当 機関 : 岩手 大 学 


報告 要旨 
本 部 会 で は 、 活 動 計画 に 基づき 平成 26 年 度 か ら 「 い わ て の 師匠 派遣 事業 を 本 格 始動 し た 。 
今年 度 は 、 事 業 開始 当初 の 参画 機関 で ある 6 機関 に 新規 参画 14 機 関 を 加え た 計 20 機 関 で 本 事業 を 


継続 し て 実施 し て いる 。 本 事業 の 趣 財 ・ 活 動 内 容 に つい て は 、 県 内 の 小 中 学 校 、 高 校 に 対し て 、 岩 
手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 随時 周知 を 行っ て いる 。 | 

各 学 校 か ら の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム の 提供 を 実施 し 、 今 年 度 は 1 月 15 日 現在 で 計 6 件 
の 派遣 実績 が ある 。 








1. 平成 27 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット) 
平成 27 年 4 月 20 日 復興 教育 作業 部 会 メー ル 会 議 開催 

・「 い わ て の 師 克 」 派 遣 事業 新規 参画 機関 に つい て 審議 
審議 の 結果 、' 14 機 関 の 新 規 参画 に つい て 了承 し た 。 






平成 27 年 度 活動 計画 
「 い わ て の 師匠 」 派遣 事業 の 周知 活 | (]) 部 会 開催 
動 を 行い 、 順次 、 各 校 の 依頼 に 基 づ | 4 月 に 開催 し た 復興 教育 作業 部 会 メー ル 会 議 に お いて 、 
ぎ き 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 行う | いわ て 未来 づく り 機 構 会 員 14 機 関 の 「 い わ て の 師匠 」 OB 
と と も に 、 より 多様 な 講師 ・ 教 育 プ | 事業 へ の 新規 参画 に つい て 了承 し た 。 
ログ ラム 提供 を 可能 に する た め , 機 
構 会 員 の 参画 の 更 な る 拡張 を 目指 | (2) 「 い わ て の 師匠 」 派 中 事業 実施 状況 
す 。 | (参画 機関 の 拡張 ) 
また 、 岩 手 県 教育 委員 会 と 共同 | 事業 開始 当初 の 参画 機関 で ある 6 機関 に 、 4 月 か ら 新規 参 
で 、 各 校 の 取り 組み を 広く 県 民 に 周 | 画 14 機 関 を 加え 、 計 20 機 関 の 参 画 の も と 事業 を 継続 し て 実 


知 す る 場 と し で 、「『 い わ て の 復興 | 施し て いる 。 

教育 』 プ ログ ラム 交流 会 (仮称 ) 」| (周知 活動 ) 

開催 の 可能 性 を 関係 機関 と 協議 す | 5 月 に 岩手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 、 本 事業 の 趣旨 ・ 

る 。 | | 活動 内 容 に つい て 、 県 内 の 小 中 学 校 、 高 校 に メー ル に よる 
| 周知 を 行っ た 。 ま た 、 県 内 6 地区 の 教育 事務 所 別 の 小 中 学 
校長 研修 講座 等 で の 説明 や 資料 配布 を 随時 行っ て いる ほ 
か 、 部 会 の ホー ムペ ー ジ を 通じ て 周知 を 行っ て いる 。 
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(派遣 実績 ) 
各 学校 か ら の 依頼 に 基づき 、 講 師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 
を 行い 、 今 年 度 は 1 月 15 日 現在 で 計 6 件 の 派遣 実績 が ある 。 


(3) 課題 

現状 の 課題 と し て は 学校 側 へ の 周知 不足 が 挙げ られ る 。 
県 内 の 小 中 学 校 ・ 高 校 を 訪問 し 事業 説明 を 行い 、 学 校 側 の 
ニー ズ を 掘り 起こ すこ と が 必要 で ある 。 

平成 28 年 度 以降 に 向け て 事業 周知 活動 に 注力 し 、 学校 側 
の 幅広 い ニ ー ズ に 対応 する こと が 求め られ る 。 

「『 い わ て の 復興 教育 』 プ ログ ラム 交流 会 (仮称 ) 」 開 
催 の 可能 性 に つい て は 、 次 年 度 に 向け て 関係 機関 と 引き 続 
き 協 議 す る 。 





「 い わ て の 部 匠 」 派 遣 事業 の 県 内 小 中 学 校 、 高 校 へ の 周知 活動 を 継続 し て 行い 、 引き続き 各 校 の 
依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム ょ 提供 を 行う 。 」 

平成 27 年 度 に 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 行っ た 小 中 学 校 ・ 高 校 に 対し て アン ケー ト 調 査 を 実施 
| し 、「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 今後 の 活動 に 活用 する 。 
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平成 27 年 度 「 い わ て の 師 克 」 派 遣 事業 実施 事例 集 


【 事 例 ①】 花巻 市 立 大 迫 中 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 47 年 6 月 17 日 CK) 14 時 00 分 て 14 時 50 分 

場所 : 大 迫 中 学校 

対象 : 大迫 中 学校 第 1<3 学 年 (全校 ) 118 名 、 教 職員 10 名 

講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 眞 瀬 智彦 特命 教授 、 藤 原 弘之 特命 助教 
演題 : 『 災 害 医 療 に つい て ・ 災 害 時 の 情報 伝 着 に つい て 』 


く 講 演 要綱 > 

・ 災 害 医 療 の 概要 

・ ト リア ー ジ 、 表 区 の 下 の 医療 活動 、 広 城 搬送 、DMAT の 活動 等 
・ 災 害 時 の 情報 伝達 (トランシーバー、 拡 声 器 、 衛 星 電 話 等 ) 

・ 実 演 、 演 習 


< 生徒 か ら の 感想 > 

「 救 急 医療 と 災害 医療 の 違い 、 ど ん な 状況 が 災害 と いえ る の か 、 災 害 の と き の 連 絡 方 法 、 災 害 が 起き た ら 
な ど 知 ら な いこ と が た くさ ん あり まし た 。 講演 だ け で は な く 実 演 も し て くだ さっ た の で 、 さ ら に わか りや 
すか っ た で す 。」 
ー「 ト リア ー ジ で 傷病 者 の 治療 の 順位 を 決め る こと や 、 広 域 医療 搬送 で 他 県 な ど に 搬送 する こと な ど 、 医 療 
に 携わる 人 は 本 当 に 大 変 だ と 思い まし た 。 や も し も 災害 が 起き た と き 、 自 分 を 守り 、 周 り の 人 と 助け 合っ た 
りす る こと や 、 普 段 か ら ど こ に 避難 する か 、 食 料 は どこ か な ど 考 えて いき た いと 思い まし た 。」 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

生徒 は 実演 や 演習 も ちあ っ た こと も あり 、 い つも に も 増し て 真剣 に 集中 し て 講演 に 参加 する こと が で き て 
いま し た 。 災害 医療 や 防災 に つい て 学ぶ 貴重 な 場 に な っ た だ け で は な く 、 日 記 に 感想 を 書く な ど 、 学 習 レ 
た こと を 自分 の こと と し て 感じ も る こと が で き 、 大 変 有意 義 な 講演 会 で し た 


< 写真 > 








【 事 例 ②】 八幡 平 市 立 西 根 中 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 6 月 29 日 (月 ) ①10 時 45 分 12 時 85 分 
②13 時 3 5 分 て 15 時 25 分 
場所 : 西根 中 学校 . 
対象 : 西根 中 学校 ① 第 1 学年 96 名 ② 第 2 学年 103 名 
講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 GO 智彦 特命 教授 、 藤 原 弘之 REDE, 他 4 名 
演題 : 『 災 害 医 療 に つい て ・ 災 害 時 の 情報 伝達 に つい て 』 


ぐ 講 演 要 骨 > 
(1) 全体 講義 「 災 害 医 療 に つい て 」 
(2) 衛星 電話 実習 、 ト ラン シー バー 実習 、 ト リア ー ジ 実習 、 ラ ッ プ ポン 実習 


ぐ 生 徒 か ら の 感想 (1 年 生 ) > 

・ 医 師 の 方 々 は 、 災 害 が 発生 し た と き に どう 対応 する か 。 ト リア ー ジ 等 の 計画 を 立て 、 救 命 し て いる こと 
が わか っ た し 、 多 く の 命 を 救え る よう に 工夫 し て いる と ころ が 素晴らし いと 思い まし た 。 僕 は 医師 の 方 々 
が 、 裏 で と て も 苦労 し て いる こと が わか っ た の で 、「 自 助 」「 共 助 」 を 心がけ て 、 医 師 の 皆さん に 負担 を か 
け な い よう に し た いと 思い ます 。 

・ 実 習 を し て 、 今 の 技術 は 素晴らし いと 思い まし た 。 ラ ッ プ ポン は 、 災害 時 に 衛生 的 に 用 を 足せ る よう に 、 
袋 で 排 港 物 を 密封 し た り 、 衛星 電話 は 地球 の 基地 局 が 壊れ て も 電話 で きた り と 、 ず いぶ ん 便利 な も の が あ 
る けれ ど 、 値 が 張る の で 、 自 治 体 等 で 公共 施設 に そう いっ た も の を 置く な ど 、 災害 対策 を し て 欲し いと 思 
いま し た 。 


く 生 徒 か ら の 感想 (2 年生 ) > 

・ 災 害 時 、7 2 時 間 と いう タイ ムリ ミッ ト が ある 現場 で 、 一 人 で も 多く の 命 を 救う た め に 必死 に 医療 に あ 
た る 先生 方 の 姿 、 思 い を 知る こと が で きた 。 人 の た め に 動け る 先生 た らち の よう に 私 も な り た いと 思う 。 

・ 東 日 本 大 震 災 の と き に 、 様 々 な 災害 医療 が 役立っ て いた こと に 驚き まし た 。 実習 で は 、 ニ ー ズ に 応え て 
考え られ た 様々 な 器具 に 感心 し た し 、 初 め て 見 る も の 聞く も の ば か り だ っ た の で 興味 を 持ち まし た 。 自 分 
で も も っ と 調べ て みた いと 思い まし た 。 


く 講 演 に よる 効果 > 

災害 医療 に つい て 初め て 開く 生徒 が な ほとん ど で あ っ た が 、 講 義 や 、 実 習 を 通し て 知識 を 得る こと が で きた 。 
また 、 今 回 の 講演 を きっ か け に 、 災 害 医療 に つい て 興味 、 関 心 を も つ 生徒 も いた 。 今 まで と は 違っ た 側面 
か ら 復 興 教育 に 取り 組む こと が で き 有 意義 な 学習 と な っ た 。 | 


< 写真 > 
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【 事 例 ③】 岩手 県 立入 慈 高等 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 7 月 17 日 ( 金 ) 18 時 15 分 て 14 時 55 分 
場所 : 久慈 高等 学校 視聴 覚 室 ・ 数 学 演習 室 

対象 : 娘 慈 高等 学校 第 3 学年 A 組 294 

講師 : 一 般 社団 法人 岩手 県 銀行 協会 常務 理事 菊池 芳 泉 


く 講演 要 冒 > 

・ ラ イフ ステ ー ジ で 学ぶ 銀行 

講義 形式 で さま ざま な 銀行 の 役割 を 講演 

・ ラ イフ プラ ン 作 成 

2 パソ ュ コン を 利用 し て 実際 に 自分 自身 の 生涯 マネ ー プ ラン を つく りな が ら 金 銭 的 な 感覚 を 養う 。 
・ 人 金融 犯罪 の 手口 と 対策 

近年 増加 する 特殊 詐欺 や イン ター ネッ ト 犯 罪 に つい て 講演 


く 生 徒 か ら の 感想 > 
・ 銀 行 の 仕事 を 誤解 し て いた 。 思 っ て いた より も 多く の 仕事 を こなし て いる こと に 驚い た 。 
・ 最 初 は 興味 な か っ た が 、 自 分 に も 関係 ある こと だ と 思え る よう に な っ た 。 

・ 教 育 や 家 を 建て る の に そん な に お 金 が か か る の か と 不安 に な っ た 。 

・ 意 外 と 給料 を も ら え る こと に 驚い た 。 

・ 意 外 と 給料 が 少な いこ と に 驚い た 。 

・ 計 画 を た て て みる と 、 楽 に は 暮らせ そう に な い の で こつ こつ と が ん ば っ て いく し か な い 。 
・ う ちの お ば あちゃ ん も 詐欺 に 遺 い そう に な り 、 こ の 本 を 見 せ て あげ た い 。 


< 講演 に よる 効果 > 

生徒 は 文系 で 、 経 済 系 に 進む 者 も 多く 、 ま た 就職 希望 者 が いる クラ ス で も あり 、 金 融 教育 は 必要 だ と 感じ 
て いた 。 講師 は こち ら が 望む こと を 丁寧 に 説明 し て くだ さり 、 途 中 に は 作業 も あっ て 生徒 を 飽き させ な か 
っ た 。 お 金 が 身近 な 存在 で ある と 同時 に 、 知 ら な いこ と が 多い こと 、 扱 い 方 を 誤る と 危な いも の に も な る 
こと を 実感 し た よう で ある 。 今後 の 進路 達成 に 向け て 実り の ある 講演 と な っ た 。 


«ERR 
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【 事 例 ④】 人 遠野 市 立 上 郷 小学 校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 9 月 9 日 ( 水 ) 14 時 00 分 ~14 時 45 分 

場所 : 上郷 小学 校 5 

対象 : 上 郷 小学 校 第 5 学年 21 名 

講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 眞 瀬 智彦 特命 教授 、 藤 原 弘之 特命 助教 
演題 : 『 災 害 医 療 に つい て ・ 人 災害 時 の 情報 伝達 に つい て 』 


く 講演 要 計 > 

・ 炎 害 時 医療 体制 に つい て 

・ 緊 急 災 害 時 の 行動 

・ ト トリアージ の ロー ルプ レイ ング 

・ ト ラン シー バー を 用 いて の 連絡 、 実 習 


ぐ 生 徒 か ら の 感想 > 

・ 一 番 心 に 残っ た え の は トリ アー ジ で す 。 緑 と 黄色 と 赤 と 黒 に 分 け て 軽症 、 中 症 、 重 症 を 明らか に し て 治療 
する 順番 を 決め る こと を 初め て 知り まし た 。 そ し て 順番 に 並ぶ こ と の 大 切 さ も 知り まし た 。 あ と 、 ト ラン 
シー バー を 初め て 触り まし た 。 携 帯 が つなが ら な いと 大 変 な の で すご くい い 体 験 が で きま し た 。 あ り が と 
う ご ざ いま し た 。 (5 年 生 女 子 ) 
・ 防 災 教 室 で ぼく は 、 ド リア ー ジ の 分 け 方 を 知り まし た 。 一 番 症状 が 重い の は 最 優先 治療 群 で 次 に 症状 が 
重い の は 待機 的 治療 群 、 最 後 は 軽傷 群 と いう よう に 、 三 つ に 分 ける こと が わか り ま し た 。 そ れ に 、 最 後に 
劇 を し て わか り 安 くし て 下さ っ て あり が と う ご ざ いま し た 。 も し 炎 害 が 起き て も 教え て 頂い た 通り に し た 
いで す 。 本 当 に あり が と うど ご ざい まし た 。 (5 年 生 男子 ) 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

災害 時 医療 体制 に つい て の 講演 を 通し て 、 緊 急 炎 害 時 に お いて どの よう に 行動 し た ら よ い の か 、 トリ アー 
A CR RCN ocu 
頂い た 。「 自 助 、 共 助 、 公 助 」 の 大 切 さ や 家庭 に お いて 避難 場所 や 連絡 方 法 の 確認 を し て お く こ と な ど 防 
Ii d 


< 写真 > 
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[3:515] 岩手 県 立柱 陵 高 等 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 10 月 2 日 ( 金 ) ①12 時 00 分 て 13 時 00 分 
②17 時 4 5 分 て 18 時 35 分 
場所 : 杜 陵 高等 学校 ① 多 目的 ホー ル ② 視 聴覚 室 
対象 : 柱 陵 高 等 学校 ① 定 時 制 1・2 部 107 名 ② 定 時 制 3 部 1 4 名 、 数 職員 4 0 名 
講師 : 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 CES 中 谷 敬 明 
演題 : 『 こ ころ の 危機 と は 何 か て "なぜ" と" どうやって” と いう 態度 一 』 


く < 講演 要旨 > _ 
cCh2vT4»9Z2AbMkWA,. [EN 

・ 災 害 後 の 心 の 変化 

・ 今 後 取 り 組 ん で いく べき こと 等 


く 生徒 か ら の 感想 > 

・ ト ラウ マテ ィ ッ クス トレ ス や 複雑 性 悲嘆 な ど 、 自 分 で は 気づか な い 心 の 痛み が あり 、 支 援 が 必要 な の だ 
と いう こと を 知り まし た 。 今 で も スト レス を 抱え て 生き て いる 人 が 大 勢い て 、 そ の 中 で 自分 は 将 沢 すぎ る 
ほど いい 生活 を で き で て いる の だ と 思い まし た 。 人 の 相談 は いつ で も 真剣 に 開い て いき た いと 思い ます 。 
(1・2 部 1 年 女子 ) ・ 

・ あ まり 料 災 で 影響 を 受け な か っ た 僕 は 心 に ダメ ー ジ を 負わ な か っ た が 、 や は り 精神 的 に 大 きく 傷 を 負っ 
た 人 た ちがい る こと を 再 確認 で きた 。 今回 は スト レス に つい て 学ん だ お が 、 そ れ と 同じ くら い 「 良 心 」 と い 
う 言 葉 が 強調 され て いた 。 確 立 さ れ た 安心 を 得る た め に 良心 に 従っ て 選択 し 互い に 影響 し あい 社会 を 動か 
し て いく こと が 大 功 と いう こと に 気付 か され た 。 こ れ か ら は 何 か 迷 っ た 時 に は 良心 に 従っ て 行動 し て みよ 
うと 思う 。 (1・2 部 3 年 男子 ) 

・ 時 間 が 経っ て も 悲嘆 か ら 抜 けり 出せ な い 人 、 逆 に 時 間 が 経つ ほど に 悲嘆 を 自覚 し て いく 人 も 多い こと に 敬 
いた 。 幼く し て 被災 し た 子 も 周囲 に た くさ ん いる と 思う の で 、 注 意 し て 見 守っ て いき た い 。 そ し て 自分 
自身 の 変化 に も 意識 を 向け 、 不 安 に 思う こと が あれ ば 今回 の 講演 を 思い 出し 、 た め ら わ ず に 周囲 の 人 と 話 
し 合っ て みよ うと 思う 。 (38 4 年 男子 ) 


< 講演 に よる 効果 > 

トラ ウマ ティ ックス トレ ス と 悲嘆 と いう キー ワー ド を 中 心 に 、 災害 後 の 心 の 変化 、 わ れ わ れ が 今後 取り 組 
ん で いく べき こと 等 に つい て ご 講演 を いた だ いた 。 復興 が 進み つつ ある 今 こ そ 心 の 危機 は まだ 進行 中 で 
ある こと 、 そ の 中 で も 我々 が 取り 組め る こと が ある こと な どの 中 谷 先生 の メッ セー ジ は 、 生 徒 達 の 心 に 伝 
わっ た と 感じ た 。 


ER 








【 事 例 ⑥】 山田 町 立 豊 開 根 中 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 47 年 11 月 28 日 ( 土 ) 18 時 30 分 ご 15 時 00 分 

場所 : 豊 間 根 中 学校 体育 館 

対象 : 豊 間 根 中 学校 第 1<3 学 年 (全校 ) 80 名 、 保 護 者 ・ 関 係 者 304 
講師 : 一 関 工業 高等 専門 学校 機械 工学 科 准 教 授 人 戸 俊 貴 

演題 : 『 宇 再開 発 の 歴史 と 今後 の 展望 人 類 初 飛行 か ら 未 来 ま で て 』- 


く 講 演 要 官 > 
i UN UMET NASA, JAXA の あゆ み に つ いて 
宙 旅 行 や 火星 移住 計画 な ど 、 宇 宙 開 発 の 未来 に つい て 
: NN た 人 々 を と りあ げた 書籍 の 紹介 


ぐ 生 徒 か ら の 感想 > 

・ 人 類 が 夢見 て きた 飛行 へ の 憧れ が 、 Biel o-Co GBIO TES AERUKIR く 開 きま し た 。 ' 

・ 講 演 の 中 で 紹介 され た 本 を 、 ぜ ひ 読 ん で みた いと 思い まし た 。 

・ 火 星 移 住 の 話 は 驚き まし た が 、 宇 宙 開 発 が 日 々 進歩 し て いる こと が よく わか り ま し た 。 

・ こ れ ま で 開く 機会 の 少な い 宇宙 開発 分 野 に 関わ る お 話 は 楽し く 、 編 広 い 知識 に よる 講演 内 容 に と て も 
興味 を 覚え まし た 。 

・ 希 望 す る 職業 と は 違う 分 野 で す が 、 興味 を も っ た こと は 積極 的 に 自分 か ら 調 べ て みよ うと する 気持 ち が 
大 切 と 感じ まし た 。 


< 保護 者 ・ 地 域 関 係 者 感想 か ら > 

・ 難 し い 宇 宙 開 発 の 話 を 分 か りや すく 説明 し て いた だ いた と 思い ます 。 中 学生 に は 、 大 変 夢 の あ る 話 が 開 
けた と 思い ます 。 | 

・ ラ イト 兄弟 の 飛行 機 製作 寺 に 、 当 時 の 人 が 「 機 械 を 飛ば すこ と は 科学 的 に 不可 能 な こと 」 と 言っ て いた 
と い う 説 明 部 分 が 印象 に 残り まし た 。 不 可能 を 可能 に し て いく こ と が で きる と 、 DTNUSUNNEMS 
れる と いい で すね 。 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

第 一 線 で 活躍 する 講師 か ら 専 門 分 野 に 関わ る お 話 を 聴講 し 、, 中 学生 が 将来 へ の 夢 を 抱き より よい 生き 方 
を 真剣 に 考え る 機会 と な っ た 。 ま た 、 保護 者 や 地域 関係 者 も 中 学生 と 一 緒 に 聴講 し 、 有意 義 な 講演 会 と 
な っ た 。 


< 写真 > 





いわ て 未来 づく り 機構 いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 の 活動 状況 等 (28.2.1) 


テー マ : 復興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育 成 及び 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り 
座長 : 大 友 宏司 担当 機関 : 岩手 県 復興 局 


報告 要旨 
復興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多 様 な 主体 が 復興 に つい て 幅広 く 教 え 合 い 、 学 び 合 うと と も に 、 
相互 に 交流 や 連携 を し な が ら 復 興 の 推進 に 生か し て いく た め 「 い わ て 復興 未来 塾 」 を 開講 。 


初 年 度 と な る 今年 度 は 年 6 回 開催 する こと と し て いる 。 





1 . 平成 27 年度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ブッ ト ) 


5 月 30 日 ( 土 ) | カリ ー ナ MÜUBICR UIBO REEF 5 U 
zi 学 復 刀 | 復興 まち づく り の コミ ュ ニ ティ 戦略 
$28 1 7 月 19 日 【 士 ) | 白金 銀河 ホー ル | 被災 者 支援 の 現状 と 課題 
上 市 コミ | 三陸 地域 に お ける 府中 の 
E 
第 4 回 | 11 月 28 日 CE) ERIS ER 女性 が 拓く 三陸 の 復興 
平成 28 年 ig | 東日本 大寺 災 で の 経 険 と 教 を 伝 える 
1 月 23 日 (X) m B m 若者 た ち が 抱 く ふ る さと 振興 
3 月 19 日 ( 圭 ) | バア ルプ トロ ボ | 復 貞 の これ まで と これ か ら 


※ 各回 の 報告 者 、 パ ネリ スト 等 は 別紙 の と お り 。 





























2. 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
平成 27 年 度 活動 計画 平成 27 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 是 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 . (1) 活動 状況 ・ 成 果 
・ 県 民 等 に 復興 に 関す る 学び の 場 を 提供 | ・ 岩 手 大 学 や 岩手 銀行 の 大 き な 協 力 ・ 支 援 の 下 、 開催 。 
する と と も に 、 参加 者 同士 の 交流 や 連携 を ・ 復 興 誤 で 有意 義 な 講演 や 報告 を 聞く こと が で きた 。 
推進 する 。 また 、 復興 塾 終了 後 の 交流 会 で は 講師 等 と 参加 者 が 
(2) 活動 計画 意見 交換 を 行う と と も に 、 大 学生 が 自分 た ちの 
・ 年 6 回 開催 。 活動 に つい て 発表 する な ど 、 復 興 に 向け た 様々 な 


・ 開 催 内 容 は 、 県 内 外 の 有識者 に よる 講演 や | 人 的 ネッ トワ ー ク が 形成 され つつ ある 。 
被災 地 等 で 活躍 する 人 た ち に よる 報告 | (2) 課題 
な ど 。 ・ 本 復興 塾 に つい て 、 よ り 多 く の 人 た ち に 参加 
いた だ く よ う 、 参加 者 へ の 協力 依頼 を 含め 周知 に 
力 を 入れ る 必要 が ある 。 


3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 
・ 復 興 を 担う 人 材 の 育成 及び 人 的 ネッ トワ ー ク の 拡大 に 向け 、 平成 28 年 度 も 継続 実施 する 予定 。 
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[1 


平成 27 年 度 い わ て 復興 未来 塾 開催 実績 
平成 27 年 5 月 30 日 場所 ・ ホ テル ニュー カリーナ 
【 第 1 回 】 報告 1 『 復 興 あ どこ れ ま で と これ か ら 一 過去 の 震 災 に も 学ん で 一 」 
立命 館 大 学 教授 塩崎 賢明 氏 
報告 2 「 釜 石 市 に お ける 復興 の 現状 ・ 課 題 に つい て 」 
釜石 市 長 野田 武則 氏 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 被 災 者 ! < 寄 り 添う 復興 まち づく り 」 
QV $JAP) 
塩崎 教授 、 野 田 市 長 、 達 増 知事 
(コー ディ ネー ター) 
花巻 市 教育 員 EE RET 氏 





平成 27 年 7 月 18 日 場所 : 岩手 大 学 工学 部 復興 祈念 銀河 ホー ル 
【 第 2 回 】 報告 1 「 復 身 ま ち づ く り の コミ ュ ニ ティ 戦略 
大 村 町 で の 実践 例 か ら ~」 
東京 大 学 高齢 社会 総合 研究 機構 長 大 方 潤一 郎 氏 
報告 2 「 披 災 者 支援 に つい て 」 
| 被災 地 支 援 活動 を 行っ て いる 方 々 か ら の 活動 報告 
伏石 市 市 民生 活 部 長 大 久保 才 信 EK 
NPO 法人 いわ て NPO-NET サポ ー ト 事務 局長 菊池 広 人 氏 
NPO 法人 りく カフ ェ 理 事 吉田 和子 氏 


平成 27 年 9 月 20 日 - 場所 : 陸前 高田 市 コミ ュ ニ ティ ホー ル | 
【 第 3 回 】 「 基調 報告 「 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 の 取組 に つい て 」 
Ei 達 増 拓也 
報告 1 「 被 災 地 に お ける 持続 的 な 観光 振興 に つい て 」 
東洋 大 学 国際 地域 学部 観光 学科 
准 教授 島川 RO 氏 
報告 2 「 水 産 振興 に お ける 新た な 取組 に つい て 」 
有限 会 社 三陸 と れ た て 市 場 
代表 取締 役 八木 健一 郎 氏 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 三 陸地 域 に お ける 産業 振興 の 新た な 可能 性 に つい て 」 
(C394) ——- 
島川 准 教 授 、 八 木 氏 、 達 増 知事 
(fi) 
一 般 社団 法人 RCF 代表 理事 藤沢 烈 氏 
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平成 27 年 11 月 28 日 場所 : 岩手 大 学 工学 部 復興 祈念 銀河 ホー ル 
【 第 4 回 】 基調 報告 「 こ れ か ら ま で と これ か ら を 考え る 」 
東京 大 学 社会 科学 研究 所 所 長 大 沢 真理 氏 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 「 女 性 が 拓く 三陸 の 復興 
QY 39A) ] 
一 般 社団 法人 kai otsuchi 
理事 長 平 館 理恵 子 氏 
釜石 地方 森林 組合 ( 釜 援 隊 ) CE さや 香 氏 
一 般 社団 法人 お ら が 大 航 夢 広場 
事務 局長 神谷 未 生 氏 
(コー ディ ネー ター) 
大 沢 所 長 


平成 28 年 1 月 23 日 場所 ・ 盛岡 劇場 メイ ン ホ ー ル 
【 第 5 mi] 基調 報告 「 東 日 本 大 震 災 で の 経験 と 教訓 を 伝え る 
(いわ て 三陸 復興 フ ー 巨 大 災害 の 時 代 に 生き 残る た め に 一 」 
ォ ー ラ ム と 併催 ) 東北 大 学 炎 害 科学 国際 研究 所 所 長 今村 文彦 氏 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン [岩手 の 未来 予想 図 を 描く 」 
QY 初江) 
陸前 高田 市 「 う ご く 七 タ 々 まつ り 」 森 前 組 有 志 会 
代表 佐藤 徳政 氏 
普代 村 鵜 鳥 神楽 神楽 衆 笹山 英幸 氏 
劇団 も し ょ こむ 代表 小笠 原 景子 氏 
新生 や まだ 商店 街 協同 組合 
事務 局長 椎 屋 百 代 氏 
(コー ディ ネー ター) 
I BC 岩手 放送 東部 支社 長 江幡 平三郎 氏 


平成 28 年 3 月 19 日 場所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛 剛 
【 第 6 回 】 基調 報告 : 公益 財団 法人 ひょう ご 震 災 記念 21 世 紀 研 究 機構 
理事 長 五 百 旗頭 真 氏 
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平成 27 年 5 月 30 日 第 1 回 復興 未来 塾 


パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン の 様子 
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平成 27 年 7 月 18 日 第 2 回 復興 未来 塾 









— Md os | 


NPO 法人 りく カフ ェ 吉 田 理事 に よる 報告 








o 


p . 
参加 者 か ら の 質問 の 様子 
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平成 27 年 9 月 20 日 第 3 回 復興 未来 半 








岩手 銀行 川村 執行 役員 地域 サポ ー ト 部 長 
に よる 挨拶 


戸 羽 陸 前 高田 市 長 に よる 報告 
























































































































































































































































































































































東洋 大 学 島川 准 教 授 に よる 報告 - 有限 会 社 三陸 と れ た て 市 場 
八木 代表 取締 役 に よ る 報告 
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パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 冒 頭 の 一 般 社団 
法人 RCF 藤 沢 代 表 理 事 に よる 報告 





y» 
ーー DIO eee, i i | 


会 場 参加 者 か ら の 質疑 応答 
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平成 27 年 11 月 28 日 第 4 回 復興 未来 誤 


東京 大 学 大 沢 社会 科学 


Pes 


一 般 社団 法人 KAIOTSUCHI 平 舘 理事 長 
に よる 報告 


















































ー 般 社団 法人 お ら が 大 植 夢 広場 の パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン の 様子 
神谷 事務 局長 に よる 報告 





【 第 1 回 】 
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Ll peoccónms い 手 育成 塾 

復興 を 担う 人 材 論 成 に 向け て 
学び 合う 第 2 回 いわ て 復興 末 来 . 
塾 ( い わ て 未来 づく り 機構 主催 ) 


は 18 日 、 盛岡 市 上 田 の 岩手 大 で . 


| XWMENTDS 


づく り の コミ ュ ニ ティ ーー 戦略 


と 題し て 講演 し た = 写真 。 


犬 方 兵 は 、 移 動 取 売 整 の 拠点 
と な びり < 住民 が 交流 する よう な 
広場 年 例 に 「 大 都市 型 の コミ ュ 
ニテ ィ ー で は な く 、 必 要 な 機能 | 
と 場 を 整備 する アイ デア が 重要 | 
に な る 」 と 強調 し た 。 a [ 

同 塾 は 本 年 度 6 回 開催 し 、 次 

回 は 9 月 20 日 の 予定 。 





【【 第 3 回 】 
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「 ふ る さと いわ て 創造 作業 部 会 」 の 設置 に つい て 


1 目的 
国 の 地方 久生 で は 、① 人 口 減少 に 歯止め が か か ら な い 、② 東 京 一 極 集中 が 加速 、 
③ 地 方 経済 と 大 都市 経済 で 格差 が 存在 、 の 現状 認識 の 下 に 

I. 地方 に 仕事 を つく り 、 安 心して 働け る よう に する 

II. 地方 へ の 新しい ひと の 流れ を つく る 

III. 若い 世代 の 結婚 ・ 出 産 ・ 子 育て の 希望 を か な える 
の 観点 か ら の 政策 を 進め る こと と し て お り 、 文 部 科学 省 は 「 地 ( 知 ) の 拠点 大 学 
に よる 地方 創 生 推進 事業 (COC 十 )」 に お いて 、 大 学生 の 地元 定着 を 促す 事業 
を 開始 し た 。 

本 県 に お いて も 、 周 手 大 学 が 提案 主体 と し て 岩手 県 内 32 機関 (高等 教育 機関 
7, 自治 体 17、 経 済 ・ 産 業 団体 8) が 連携 し て 取り 組む 「 ふ る さと いわ て 創造 
プロ ジェ クト 」 を 提案 し 、 採 択 に な っ た と ころ で ある 。 
当該 事業 の 更 な る 推進 に 資す る た め 、 か ね て か ら 、 い わ て の 未来 づく り に は 「 人 
づく り 」 が 欠か せな いと し て 活動 を 展開 し て いる いわ て 未来 づく り 機 構内 に 「 ふ 
る さと いわ て 創造 作業 部 会 」 を 組織 し 、「 ふ る さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 」 と 
連携 し て 取組 を 進め て いく 。 

な お 、 こ の ふる さと いわ て 創造 プロ ジェ クト は 、 地元 大 学 の 学生 の 地元 就職 率 
を 上 げ る た め の 事 業 で あり 、 首 都 略 学 生 の り リターン ・ 1I ター ン を 狙い と し た 事業 
と な っ て いな いこ と か ら 、 当該 取 組 に 対す る 方 策 の 検討 等 に も 取り 組む こと と す 
る 。 











































































































2 組織 
(1) 作業 部 会 座長 を COC 十 推進 コー ディ ネー ター と する 。 
(2) 作業 部 会 員 ( 案 ) 


・ 岩 手 大 学 (COC+ 推 進 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 小野寺 純 治 ) 
手 県 立 大 学 
































手 県 商工 会 議 所 連合 会 
手 県 中 小 企業 団体 中 央 会 


(3) 事務 局 は 、 岩 手 大 学 COC 推進 室 に 置く 。 
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3 活動 
地元 大 学 の 学生 の 地元 就職 率 を 促進 する た め の 方 策 に 係る 助言 ・ 提 言 等 の ほか 、 
首都 略 学 生 の 岩手 居住 を 促す た め の 方 策 等 を 検討 し 、 関 係 機 関 に 提言 する 。 



































4 参考 





ふる さと いわ て 創造 プロ ジェ クト で は 、 キ ッ ク オ フフ ォ ー ラ ム を 下記 の 日 程 に 
より 開催 する が 、 そ の 中 の パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン に お いて 、 地元 大 学生 と と も 
に 首都 園 の 協力 大 学 の 学生 の 参加 も 得 て 、 岩 手 県 就職 へ の 課題 等 に つい て 意見 交 
換 を 行う こと と し て いる 。 

・ 日 時 平成 28 年 3 月 7 日 (月 ) 13 時 30 分 て 
会場 ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ ィング 

1 













































































COC+ 事 業 と ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 と の 関係 





文部 科学 省 「 地 ( 知 ) の 拠点 大 学 に よる 地方 創 生 推進 事業 (COC+) の 取組 


狙い : 地 方 創 生 の 中 心 と な る 「 ひ と 」 の 地方 へ の 集積 

概要 :「 地 ( 知 ) の 拠点 整備 事業 (大 学 CoC 事 業 : 知 的 創造 拠点 で ある 大 学 が 地域 の 中 
核 的 存在 (Center of Community) と し て 、 地 域 が 直面 し て いる 様々 な 課題 解決 に 取り 組む こと 
に より 、 教 育 研究 機能 の 向上 を 図り 、 地 域 活性 化 に も つなげ る 取組 ) を 発展 させ 、 地 方 
公共 団体 や 企業 等 と 協 働 し て 学生 に と っ て 魅力 ある 就職 先 を 創出 ・ 開 拓 
する と と も に 、 地 域 が 求め る 人 材 を 養成 する た め に 必要 な カリ キュ ラム の 
改革 を 断行 する 大 学 の 取組 を 支援 

補助 期間 : 最 大 5 年 間 

事業 規模 : 補 助 基準 額 と し て 年 間 68 百 万 円 。 但し 4 年 目 に 2 プ 3、 最 終 年 度 
に 1 ング 3 に 佑 減 見 込み 

事業 評価 :29 年 度 に 中 間 評価 を 、32 年 度 に 事後 評価 


F4 COC+ 大 学 と 事業 協 働 地 域 の 機関 が 協 働 し 、 地 域 が 
【COC か ら COC「 へ 】 | 求め る 人 材 を 育成 し 、 若 年 層 の 地元 定着 を 推進 


(iS 


fcf, 


ETE T 


COC+ 事業 と ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 と の 関係 


ふる さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 


協議 会 と し て の 取組 
p & 雇 用 創出 Projeot 
明度 吉 ・ 婦 性 地域 定着 Projooct —9— Na 
: B 
地域 企業 ・ 団 体 の 魅力 向上 
地域 特産 品 の 販路 拡大 ・ 
イン ター ンシップ の 強化 プラ ンド 化 支 援 


地元 大 学 進学 率 の 向上 


に 








ジグ 
三陸 復興 & 先 導 モ デル 
om 起業 家人 材 育成 Project IN 創出 Project 


地域 リー ダー と の 協 創 体験 AAM 

Aotion4-2 】 新 事業 ペ の 挑戦 を 支援 A 
E 被災 地 の 産業 振興 支援 
A cios 被災 地 先導 モデ ル 創 出 ) 























【 参 加 市 町 】 


盛岡 市 、 花 巻 市 、 北 上 市 、 奥 州 市 、 
ー 関 市 、 遠 野市 、 久 慈 市 、 宮 古市 、 












事業 協 働 機関 (32 組 織 ) が 釜石 市 、 大 船渡 市 、 陸 前 高田 市 、 
「 ふ る さと いわ て 創造 協議 会 」 を tore M 
組織 し 、COC+ 推 進 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 【 取 組 】 
配置 し て 下記 目標 の 達成 に 向け て 取り 以下 の 取組 が 特別 交付 税 (措置 















組む 率 0.8 1,200 万 円 上 限 ) 対 象 と な る 。 
① 参 加 大 学 学生 の 地元 就職 率 10% 増 ・ICT や サテ ライ トキ ャ ン パ ス を 活用 
(eZ os 1826 D ANTE し た 都市 部 の 大 学 と の 単位 互換 

② 雇 用 創出 数 16 人 (① の 10%) を 通じ た 地元 大 学 へ の 入学 促進 









事業 協 働 機関 満足 度 1 0O% ・ 地 元 企業 と 学生 と の マッ チン グ に 
) よる 地元 企業 と の 関わ り の 強化 
rs (7 機関 元 企業 の 共同 研究 に よる 産業 振 
興 


















COC+ 大 学 を 中 心 に 、 参加 大 学 が 連携 し て 「 い わ て 創造 人 材 の 育成 」 を 目指 し 、 産 学 官 か ら な る 
「 教 育 カ リキ ュ ラ ム 開 発 委員 会 」 を 設置 し て 教育 カリ キュ ラム の 構築 ・ 実 施 に 取り 組む 。 
【 参 加 大 学 】 

岩手 大 学 (COC+ 大 学 、 事 業 責任 大 学 ) 、 岩 手 県 立 大 学 (COC 認 定 大 学 (短期 大 学部 を 除く ) ) 、 
富士 大 学 、 盛岡 大 学 、 一 関 高 専 、 岩 手 県 立 大 学 盛岡 短期 大 学部 、 同 宮古 短期 大 学 間 





| 首都 園 の 協力 大 学 と 連携 し て 、 地 域 へ の 学生 イン ター ンシップ の 受入 、 被 災 地 先導 モデ ル 
| の 創出 、 地 域 指向 教育 の 充実 等 を 図る 。 
【 協 力 大 学 】 東 京 海洋 大 学 、 北 里 大 学 、 杏 林 大 学 、 首 都 大 学 東京 、 横 浜 国立 大 学 


COC+ 事 業 と ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 と の 関係 





ele 
教育 研究 を 通じ た 
地域 責 南 


COC+ 


参加 大 学 の 学生 の 地元 定着 に 


よる 「 ひ と 」 の 集積 





の た 取組 

3 若者 の U・1 タ ー ン 促進 

4 大 学生 と の 連携 に よる 高校 生 の PBL(Project Based 
Learning) 支援 な ど 


A 


ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 の 活動 
上 記 の 1 及び 2 を 中 心 と し つつ 、 





取組 全体 に 関わ る 検討 ・ 提 言 


いわ て 県 民 計 画 「 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン 」 の 概要 







" 第 3 期 アク ショ ンプ ラン の 策定 趣旨 


(1) いわ て 県 民 計 画 (長期 ビジ ョ ン ) に 掲げ た 
「 希 望郷 いわ て 」 の 実現 を 目指 し 、 重 点 的 ・ 優 
先 的 に 取り 組む お が べき 政策 な ど に つい て 、 具 体 的 
に 示し て いく も の 。 





(2 第 2 期 ア クシ ョ ンプ ラン の 取組 の 成果 を 検証 
し 、 課 題 等 の 分 析 を 行う と と も に 、 第 3 期 に お 
ける 目指 す 姿 や 目標 値 を 明確 に し な が ら 、 課 題 
解決 型 の 政策 体系 を 構築 し て いく も の 。 


(o 第 3 期 アク ショ ンプ ラン の 期間 で 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラ ン の 位置 付け と 構成 


(1) プラ ン の 対象 期間 は 、 平 成 27 て 330 年度 ま で の 4 年間 

(2) 復興 計画 が 第 2 期 か ら 第 3 期 へ 移行 する こと か ら 、 復 興 
計画 の 進捗 を 見 据え る と と も に 、 総 合戦 略 と も 整合 性 を 
りな が ら 進 め る 。 


こと で 「 希 望郷 いわ て 」 の 実現 を 目指 す 。 









いわ て 県 民 計 画 (平成 21 年 度 一 平成 30 年 度 ) 











EE 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン は 、 
NUM 第 2 期 アク ショ ンプ ラン 第 3 期 アク ショ ンプ ラン 
D (平成 23 ご 26 年 度 ) (平成 27 ご 30 年 度 ) 
基盤 復興 期間 や | 本 格 復興 期間 - | て 更 な る 展開 へ 
(平成 23~25 年 度 ) (平成 26 っ 28 年 度 ) / の 連結 期間 > 


(平成 29~30 年 度 ) 





岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 計画 (平成 23 年 度 一平 成 30 年 度 ) 
—  ETRISSLERESEN 


政策 推進 目標 
東日本 大 農 災 津波 か ら の 復興 を ゴー ル に 向かっ て 進め る と と も に 、 
ふる さと 振興 を 軌道 に 乗せ 、 県 民 一 人 ひと り が 希望 を 持て る 


「 希 望郷 いわ て 」 へ の 道筋 を 確か な も の と する 








(3 】 これ まで の 取組 の 成果 と 課題 Memsu で 


(1) 政策 編 
[人 口 ] 社会 減 の 減少 幅 は 縮小 し た が 、H26 か ら 増 加 に 転 
じ て お り 、 社 会 減 の 解消 に 向け た 取組 が 必要 
[県 民 所 得 ] 国民 所 得 に 対す る 県 民 所 得 の 穫 離 は 縮小 し た が 、 
依然 と し て 残る 径 離 の 縮小 に 向け た 取組 が 必要 
[雇用 環境 ] 求人 不足 数 は 大 幅 に 改善 し た が 、 正 規 雇 用 の 拡大 
や 水産 加工 業 等 に お ける 人 材 確保 が 必要 
[地域 医療 ] 人 口 10 万 人 当たり 医師 数 は 増加 し た が 、 医 師 確 保 
と 適正 配置 適正 受診 の 啓発 が 必要 
[再生 可能 エエ ネルギー] 再生 可能 エネ ルギー 導入 割合 は 上 昇 し 
た が 、 災 害 に も 強い 自立 ・ 分 散 型 エ ネル ー 供 給 体制 
の 構築 を 進め る こと が 必要 
[b 炎 ] 復興 支援 道路 等 の 整備 が 着実 に 進展 し た が 、 よ り 
一 層 の 地域 防災 力 の 強化 が 必要 
(2) 地域 編 
各 広域 振興 圏 の 地域 資源 や 特性 を 生か し た 産業 振興 の 推進 
に よる 市 場 競争 力 と 付加 価値 が 向上 し た が 、 今後 は 、 人 口 減 
少 問題 に 対応 する た め 、 仕 事 の 創出 や 若者 の 地元 定着 、 子 育 
て 環境 の 充実 、 産 業 や 地域 を 支え る 人 材 の 育成 が 必要 


(3) 改革 編 

復興 を 支え る 人 材 の 確保 ・ 育 成 、 貴 重 な 財 源 や 人 的 資源 の 効 
果 的 活用 、 企 業 や NPO な ど 多 様 な 主体 の 連携 ・ 協 働 に よる 取 
組 等 が 進展 し て お り 、 今 後 は 、 復 興業 務 の 中 で 成果 を 挙げ た 
事例 を 広く 県 政 全 般 に 定着 させ る 取組 が 必要 


【 政 策 編 の 構成 】 
長期 ビジ ョ ン に 示し た 「7 つ の 政策 」 に 基づく 「42 の 政策 項目 ]」 に つ 
いて 、 そ れ ぞ れ 以 下 の 項 目 に より 構成 
・ み ん な で 目指 す 姿 
・ 取 組 に 当たっ て の 協 働 と 役割 分 担 


・ 目 指す 次 を 実現 する た め の 取 組 
・ 県 の 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


【 地 域 編 の 構成 】 x 治 涯 広域 振興 剛 は 、 復 興 計画 に 基づき 、 取 組 を 推進 
広域 振興 圏 の 目指 す 和 将来 像 の 実現 に 向け て 取り 
組む 重要 施策 に つい て 、 以 下 の 項 目 に より 構成 県 央 広域 | 
・ み ん な で 目指 す 姿 
・ 目 指す 姿 を 実現 する た め の 取 組 
・ 取 組 に 当たっ て の 協 働 と 役割 分 担 
・ 県 の 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


【 地 域 経営 】 
・ 多 様 な 主体 の 協 働 ・ 参 画 
・ 多 様 な 主体 の 動機 付け や 活動 の 
促進 ( 「 プ ロモ ーション 」) の 展開 





県 南 広域 | ,』 


(3) 東日本 大 情 災 津波 か ら の 復興 に 向け 、 平 成 23 
年 8 月 に 策定 し た 「 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復 
興 計画 」 と 軌 を 一 に し な が ら 、 推 進 す る も の 。 


希望 卿 いわ て の 実現 





(4) 人 口 減少 に 歯止め を か け 、 ふ る さと を 振興 す 
る た め 平 成 27 年 10 月 に 策定 し た 「 岩 手 県 ふる 
さと 振興 総合 戦略 」 を 包含 し 、 一 体 的 に 推進 し 
て いく も の 。 


第 1 期 及 び 第 2 期 ア クシ ョ ンプ ラン を 通じ て 重要 な 課題 と 位置 づけ た 「 人 口 減少 対策 」 「 雇 用 の 維持 ・ 創 出 」 「 地 域 経済 の 活性 化 」 等 に 引き 続き 
注力 する と と も に 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 を 「 本 格 復興 」 か ら 復 興 計画 の 総 仕上 げに つなげ る と と も に 、「 ふ る さと 振興 」 を 進め る 


次 期 長期 計画 に つなが る 期間 で ある こと を 踏ま え 、 希 望 卿 いわ て の 実現 を より 確か な も の に する た め 、 こ れ ま で 求め られ て きた 経済 的 ・ 物 質 的 な 
「 ゆ た か さ 」 に 加え 、 経 済 的 な 尺度 で は 測る こと の で き な い 岩手 な ら で は の 「 ゆ た か さ 」※+ を は ぐ く お 観点 も 取り 入れ た プラ ン と する 。 
※1 本 県 独自 の 「 ゆ た か さ 」 に 着目 し 、 こ れ ま で の 政策 評価 に 新た な 視点 と し て 、「 幸 福 に 関す る 指標 」 の 導入 に 向け 、 研 究 ・ 試 行 を 行う 。 
「 政 策 編 」 「 地 域 編 ま *2」 「 行 政経 営 編 %3」 の 3 編 に より 具体 の 取組 等 を 示す 。 
※2 沿岸 広域 振興 陣 に つい て は 、 東 日 本 大 展 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 が 最 重要 の 課題 で ある こと か ら 、 当 面 は 「 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 計画 」 に 基づき 、 取 組 を 推進 
※3 経営 感覚 を ちっ て 重要 な 課題 に 財源 や 人 的 資源 を 配分 し 効果 的 ・ 効 率 的 に 取り 組み 成果 を 挙げ る 「 行 政経 営 」 の 視点 を 重視 し 、 従 来 の 「 改 革 編 」 を 「 行 政経 営 編 」 と し て 策定 


アク ショ ンプ ラン 政策 編 











・ 公 





「 安 全 」 の 確保 
「 暮 らし 」 の 再建 
「 な り わ い 」 の 再生 


岩手 で 働く 
岩手 で 育て る 
岩手 で 暮らす 














【 行 政経 営 編 の 構成 】 
県 政 運営 の 基本 姿勢 に つい て 、 長 期 ビ ジョ ン に 掲げ る 4 つの 基本 方 針 に 
より 構成 
・ い わ て の 未来 づく り を 支え る 専門 集団 へ の 更 な る 進化 
・ 多 様 な 主体 の 連携 ・ 協 働 に よる 公共 サー ビス の 提供 
・ い わ て を 支え る 持続 可能 な 財政 構造 の 構築 
・ 活 力 に 満ち た いわ て を 実現 する 分 権 型 行政 シス テム の 確立 


【 政 策 評価 】 
・ マ ネジ メン ト サ イ クル に よ 
る 計画 の 推進 
・ 県 民 視点 に 立つ た 進行 管理 





いわ て 県 民 計 画 「 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン 【 政 策 編 】」 の 概要 


〇 ) 7 っ の 政策 」 と 「42 の 政策 項目 」 





「7 つ の 政策 」 と 「42 の 政策 項目 」 


長期 ビジ ョ ン に 示す 「 希 望 卿 いわ て 」 の 実現 を 目 
指し 、 岩 手 の 未 来 を つく る 「 フ つの 政策 」 の 基本 的 
考え 方 を 基 に 「42 の 政策 項目 」 を 設定 し て いま す 。 

各 政 策 項 目 ご と に 、 地 域 社会 の あら ゆる 構成 主 
体 が 一 体 と な っ て 目指 す 「 み ん な で 目指 す 姿 ] を 設 
定 す る と と も に 、 そ の 目指 す 姿 を 実現 する た め の 
取組 や 、 役 割 分 担 、 県 が 中 心 と な っ て 行う 取組 を 
示し て いま す 。 








く 7 つ の 政策 > く 42 の 政策 項目 > 
医療 ・ 子 育て ・ 福 視 3 の 政策 項目 

| CB — EDUC 
EE EN — REDUCE 





社会 資本 ・ 公 共 交 


IV 安全 ・ 安 収 
7 [2I MU C, IIMERZMC 


暮らせ る いわ て 」 の 実現 > 


《 基 本 的 考え 方 》 

多発 する 自然 災害 に 対す る 防災 力 の 強化 や 犯罪 
の な いま ち づ く り の 推進 、 食 の 安全 の 確保 な む ど に 
取り 組 お と と も に 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 活性 化 や 
市 民活 動 の 促進 、 次 代 を 担う 青少年 の 育成 、 男 女 
共同 参画 の 推進 な ど 、「 安 心して 、 心 豊か に 暮 ら 
せる いわ て 」 の 実現 を 目指 し ます 。 


《 政 策 項目 》 
17 地域 防災 力 の 強化 
18 安全 ・ 安 心 な まち づく り の 推進 
19 食 の 安全 ・ 安 心 の 確保 
20 多様 な 主体 の 連携 に よる 地域 コミ ュ ニ ティ 
の 活性 化 
21 多様 な が 市民 活動 の 促進 
22 青少年 の 健全 育成 と 若者 の 活躍 支援 
23 男女 共同 参画 の 推進 と 女性 の 活躍 支援 





] 産業 ・ 雇 用 


-- 「 産 業 創造 県 いわ て 」 の 実現 > 


《 基 本 的 考え 方 》 
岩手 の 多彩 な 資源 と 知恵 を 生か し た 産業 、 地 域 
や 分 野 を 越え た 産業 が 展開 され る と と も に 、 一 人 
ひと り の 能力 や 、 や る 気 を 生か し た 雇用 が 確保 さ 
れる な ど 「 産 業 創 造 県 いわ て 」 の 実現 を 目指 し ま 
す 。 


《 政 策 項目 》 
1 国際 競争 力 の 高い も の づく り 産 業 の 振興 
2 食 産業 の 振興 
3 観光 産業 の 振興 
4 地場 産業 の 振興 
5 次代 に つなが る 新た な 産業 の 育成 
5-2 科学 技術 に よる イノ ベー ショ ン の 創出 
6 商業 ・ サ ービス 業 の 振興 
6-2 中 小 企業 の 経営 の 向上 
7 海外 市 場 へ の 展開 
8 雇用 ・ 労 働 環境 の 整備 


V 教育 ・ 文 化 


と 「 人 材 ・ 文 化 芸 術 の 


宝庫 いわ て 」 の 実現 < 





《 基 本 的 考え 方 》 
学校 教育 の 充実 、 社 会 教育 、 生 涯 学習 、 ス ポー 
ツ の 振興 や 国際 交流 の 推進 な ど に より 、 将 来 の 岩 
手 を 担う 人 材 を 育成 する と と も に 、 多 彩 な 本 県 の 
文化 芸術 を は ぐ く み 、 創 造 ・ 継 承 す る こと で 、 
「 人 材 ・ 文 化 芸 術 の 宝庫 いわ て 」 の 実現 を 目指 し 
ます 。 


《 政 策 項目 》 
24 児童 生徒 の 学力 向上 
25 豊か な 心 を 育 お 教育 の 推進 
26 健やか な 体 を 育 お 教育 の 推進 
27 特別 支援 教育 の 充実 
28 家庭 ・ 地 域 と の 協 働 に よる 学校 経営 の 推進 
29 生涯 を 通じ た 学び の 環境 づく り 
30 高等 教育 機関 の 連携 促進 と 地域 貢献 の 推進 
31 文化 芸術 の 振興 
32 多様 な 文化 の 理解 と 国際 交流 
33 豊か な スポ ー ツ ライ フ の 振興 


I 農林 水産 業 


^c 「 食 と 緑 の 創 造 県 いわ て 」 の 実現 < 


《 基 本 的 考え 方 》 

本 県 の 地域 経済 社会 を 支え 、 持 続 的 に 発展 で き 
る 農林 水産 業 と 、 い きい き と し た 農山 漁村 を 確立 
し 、 生 産 者 や 消費 者 が その 豊か さ ・ 上 恵み を 実感 で 
きる 「 食 と 緑 の 創造 県 いわ て 」 の 実現 を 目指 し ま 
す 。 


《 政 策 項 目 》 
9 農林 水産 業 の 未来 を 拓く 経営 体 の 育成 
10 消費 者 か ら 信 頼 さ れる 「 食 料 ・ 木 材 供給 
基地 」 の 確立 
11 農林 水産 物 の 高 付加 価値 化 と 販路 の 拡大 
12 いわ て の 魅力 あふ れる 農山 漁村 の 確立 
13 環境 保全 対策 と 環境 ビジ ネス の 推進 


VI 環境 





と 「 環 境 王 国 い わ て 」 の 実現 て 


《 基 本 的 考え 方 9 
全国 有数 の 森林 人 資源 を 有する な ど 、 岩 手 の 地域 
特性 を 踏ま えた 低 炭 素 社会 や 、 3 R を 基調 と し た 
循環 型 地域 社会 が 形成 され る と と も に 、 良 好 な 環 
境 の 保全 や 自然 と の 共生 の 取組 が 活発 に 行わ れ 、 
将来 に わた っ て 豊か さ を 実感 で きる よう 、「 環 境 
王国 いわ て 」 の 実現 を 目指 し ます 。 


《 政 策 項 目 》 
34 地球 温暖 化 対 策 の 推進 
35 循環 型 地域 社会 の 形成 
36 多様 で 豊か な 環境 の 保全 





II 医療 ・ 子 育て ・ 福 祉 
~「 共 に 生き る いわ て 」 の 実現 ~ 


《 基 本 的 考え 方 》 
子ども か ら 高 齢 者 まで 、 ま た 、 病 気 や 障がい 等 
の 有無 に 関わ ら ず 、 そ れ ぞ れ の 力 を 生か し 、 共 に 
助け 合い な が ら 、 い きい き と 暮 ら す こと が で きる 
「 共 に 生き る いわ て 」 の 実現 を 目指 し ます 。 





《 政 策 項目 》 
14 地域 の 保健 医療 体制 の 確立 
15 家庭 や 子育て に 希望 を 持ち 安心 し て 子ども 
を 生み 育て られ る 環境 の 整備 
16 福祉 コミ ュ ニ ティ の 確立 


WI 社会 貨 本 ・ 公 共 交 通 


・ 情 報 虹 盤 
ーー「 い わ て を 支え る 基盤 」 の 実現 


《 基 本 的 考え 方 》 

人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 が 進行 し 、 投 資 余 力も 限 
られ る 中 で 、 社 会 資本 の 整備 、 利 活用 を 効果 的 に 
進め る と と も に 、 持 続 可 能 な 公共 交通 体系 の 構築 
や 、 県 民 だ れ も が その 恩恵 を 同じ よう に 享受 で き 
る 情報 通信 基盤 の 整備 な ど 、「 い わ て を 支え る 基 
盤 」 の 実現 を 目指 し ます 。 


《 政 策 項 目 》 

37 産業 を 支え る 社会 資本 の 整備 

38 安全 で 安心 な 暮らし を 支え る 社会 資本 の 整 
備 

39 豊か で 快適 な 環境 を 創造 する 基盤 づく り 

40 社会 貸本 の 維持 管理 と 担い 手 の 育成 ・ 確 保 

41 公共 交通 の 維持 ・ 確 保 と 利用 促進 

42 情報 通信 基盤 の 整備 と 情報 通信 技術 の 利 活 
用 促進 





いわ て 県 民 計 画 「 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン 【 政 策 編 】」 の ポイ ント 


「 政 策 推進 目標 」 と 「7 つ の 政策 」 の ポイ ント 





政策 推進 目標 肛 医療 ・ 子 育て ・ 福 祉 「 共 に 生き る いわ て 」 の 実現 ご 


(1) 政策 推進 目標 は 、 長 期 ビ ジョ ン の 考え 方 を 踏ま え 、 ア クシ ョ ンプ ラン 全体 を 推進 する こと に より 





c ec mE NENNEN SEE Tee O 医師 の 確保 を 図る た め 、 修 学資 金 の 貸付 に よる 医師 の 養成 と 計画 的 な 配置 
Eu com c RESO ER S 〇 医師 の 偏在 解消 に つなが る 新た な 制度 の 構築 に 向け た 国 等 へ の 働き か け や 情 報 の 発信 
り 入れ る と と も に 、 い わ て 県 民 計 画 の 最終 期間 で ある こと を 踏ま えた 目標 と する 。 ie 
CERES EIOS O 子育て 家庭 を 支援 する た め 、 未 就学 児 等 へ の 医療 綱 助 成 の 現物 給付 を 実施 
O 


東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 を ゴー ル に 向かっ て 進め る と と も に 、 ふ る さと 振興 を 軌道 に 乗せ 、 医療 、 介 護 、 予 防 、 住 まい 及び 生活 支援 が 提供 され る 「 地 域 包括 ケア シス テム 」 の 構築 を 推進 


県 民 一 人 ひと り が 希望 を 持て る 「 希 望郷 いわ て 」 へ の 道筋 を 確か か も の と する 
(2) 政策 推進 目標 を 具体 に 示す 7 つの 目標 こつ いて 、 以 下 の と お り 設 定 する 。 IV 安全 ・ 安 収 こ 「 婦 いし て 、 心 豊か に 暮らせ る いわ て 」 の 実現 ン 


人 口 の 社会 減 を 減ら す と と も に 、 出 生 率 を 向上 させ る 。※1 自主 防災 組織 の 活性 化 、 火 山 防災 対策 の 推進 な ど に よる 地域 防災 力 の 強化 
県 民 所 得 | 国民 所 得 に 対す る 県 民 所 得 水準 の か い 離 を 縮小 する 。 岩手 版 HACCP の 定着 化 及 び 食 の 安全 安心 に 関す る 情報 提供 等 に よる 食品 の 信頼 向上 と 理解 の 増進 
ー ーーーー ニ ーーーー ニ ーー 移住 プロ セス に 沿っ た 移住 希望 者 へ の 支援 、 若 者 ・ 女 性 を 中 心 と し た 県 内 へ の 移住 の 促進 
正社員 の 有効 永 人 倍率 を 高め る 。 x2 


REFS 若者 の 交流 の 場 の 創出 、 若 者 団体 が 実施 する 地域 課題 解決 事業 へ の 支援 を 通じ た 若者 の 活躍 支援 
地域 医療 | 病院 動 務 医 師 数 を 増加 させ る と と も に 、 医 療 機関 の 診療 時 間 外 に お いて 適正 な 





COND OHNE 


女性 の 政策 ・ 方 針 決定 過程 へ の 参画 拡大 や ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス の 推進 な ど に よる 女性 の 活躍 
受診 行動 を 実践 する 県 民 が 増え る よう に する 。 支援 


ER x ぅ | 血管 疾患 な ど 三 大 生活 習慣 病 の 死亡 率 を 減少 させ る 。 V 教育 ・ 文 化 こ 「 人 材 ・ 文 化 芸術 の 宝庫 いわ て 」 の 実現 ン 


再生 可能 再生 可能 エネ ルギー の 導入 を 促進 し 、 再 生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 を 


ここ ろ と | 県 民 の ここ ろ と 体 の 健康 づく り を 進め 、 全 国 的 に も 高位 に ある 自殺 死亡 率 と 脳 
体 の 健康 、。 





高め る 。※ ィ 〇 語調 査 を 活用 し た 学校 組織 全体 の 取組 こよ る 児童 生徒 の 学力 向上 
〇 いじ め や 学 校 不適 応 の 未然 防止 、 教 育 相談 機能 の 充実 、 い じ め 問 題 へ の 迅速 か つづ 機動 的 な 対応 
復興 を 進め 、 災 害 に 強く 、 速 や か に 回 復 す る 安全 ・ 安 心 な 社会 基盤 の 整備 や 地 〇 高等 教育 機関 等 と の 連携 に よる 若者 の 地元 定着 の 促進 
域 防災 力 の 強化 を 進め る と と も に 、 防 災 文 化 を 瞭 成す る 。 〇 文化 芸術 活動 の 活性 化 と 支援 体制 の 構築 、 本 県 の 2 つの 世界 遺産 の 普及 、「 平 泉 の 文化 遺産 」 の 拡 
※ 1 : ふる さと 振興 総合 戦略 に 掲げ る 目標 を 踏ま え 、「 社 会 減 の 縮小 」 に 加え 、「 出 生 率 の 向上 」 を 目標 に 設定 張 登 録 及び 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺産 群 」 の 登録 に 向け た 取組 の 推進 
※ 2 : 雇用 の 量 の 確保 だ け で は な く 、 雇 用 の 質 の 向上 を 図る た め の 指標 の ー つ と し て 、「 正 社員 の 有効 求人 倍率 」 を 設定 〇 地域 に 真 献 す る グロ ー バ ル 人 材 の 育成 ・ 活 用 の 促進 HD , - 
※ 3 : 喫 皿 の 課題 に 県 民 一 丸 と な っ て 取り 組む た め の 指標 と し て 、 新 た に 「 こ ころ と 体 の 健康 (自殺 死亡 率 と 脳 血 管 疾患 等 〇 「 希 望 卿 いわ て 国体 ・ 希 望 卿 いわ て 大 会 」 へ の 県 民 参 加 の 促進 、 ラ グ ヴ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ の 全 石 開 
の 死亡 率 の 減少 ) 」 を 設定 催 に 向け た 取組 や プロ スポ ー ツ の 振興 な ど ス ポー ツ を 通じ た 地域 の 活性 化 、 障 が い 者 スポ ー ツ の 振興 


※ 4 : 再生 可能 エネ ルギー を 活用 し た 自立 ・ 分 散 型 の 電力 供給 の 仕組 み の 構 築 を 目指 し 、「 再 生 可能 エネ ルギー に よる 電力 
自給 率 の 増加 」 を 設定 


VI 環境 -「 環 境 王国 いわ て 」 の 実現 > 


] 産業 ・ 雇 用 「 産 業 創造 県 いわ て 」 の 実現 ~ 〇 「 温 暖 化 防止 いわ て 県 民 会 議 」 を 中 核 と し た 情報 発信 、 省 エネ キャ ン ペ ー ン の 展開 


〇 企業 の 生産 性 ・ 付 加 価 値 向 上 に 向け た 取組 の 更 な る 推進 O 地域 に 根差し た 再生 可能 エネ ルギー の 導入 促進 に 向け た 機運 醸成 と 、 県 の 風力 発電 導入 構想 の 実 
〇 世界 遺産 な どの 地域 資源 を 生か し た 滞在 型 観光 に よる 国内 外 か ら の 誘客 の 促進 現に 向け た 立地 希望 事業 者 へ の 支援 
〇 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 に 向け た 取組 や 次 代 を 担う 人 材 育成 な ど 科 学 技術 に よる 〇 木質 バイ オマ ス ボ イ ラー 等 の 燃焼 機器 の 導入 促進 

イノ ベー ショ ン の 創出 O 「 い わ て クリ ー ン セン ター」 の 後継 と な る 最終 処分 場 の 整備 な ど に よる 和 白 県 ( 圏 ) 内 処理 の 推進 
〇 中 小 企業 振興 条例 を 踏ま え 、 経 営 革新 、 事 業 活動 を 担う 人 材 の 育成 等 の 支援 の 充実 ・ 強 化 〇 多様 な 動植物 が 生息 ・ 生 育 で きる 環境 の 保全 な ど 、 生 物 多 様 性 の 確保 に 向け た 取組 の 推進 


O 県 、 経 済 団体 、 教 育 関係 者 な ど 関 係 機関 が 連携 し て 、 若 者 や 女性 等 の 県 内 就職 支援 の 充実 ・ 強 化 


p MAVILOS 。 - ; SEIB-. 
I 農林 水産 業 ~ 「 食 と 緑 の 創造 県 いわ て 」 の 実現 ~ VI 社会 資本 HAB 情報 基盤 「 い わ て を 支え る 基盤 」 の 実現 


O 若者 ・ 女 性 や U・1 タ ー ン 者 な ど 、 多 様 な 新規 就 業者 の 確保 に 向け た 情報 発信 の 強化 や 受け 皿 づ く 0 aut IDUHT ERSTE ODE MEDNDNME. NUUBONSEENADSE 
ARK$S SETA DSIB EL 守 こめ f RE の i i , st; " 砂 災 害 d XE 
RAUS LATIS AU LIE REORO 2 F (Gris BO "ESEmIMURBER GRUETRI CNOCIEREURODBUUGAISEURONÓR 
LN M LI EE O 〕R 山 田 線 の 早期 運行 責 開 へ 向け た 取組 へ の 支援 等 
人 〇 被災 地域 に お ける 高台 移転 に 伴う 地上 デジ タル 放送 の 受信 対策 等 に 向け た 支援 


O 
O 
O 
O 地域 資源 を 生か し た 6 次 産業 化 や 県 産 農 林 水 産物 の 輸出 促進 
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いわ て 県 民 計 画 「 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン 【 地 域 編 】」 の 概要 





(第 2 期 アク ショ ンプ ラン の 主 な 成果 と 課題 ) | 〇 成東 
IT 産業 を 中 心 と し た 企業 集積 - 











広域 連携 に よる 観光 の 推進 

農 畜 産物 の 地域 内 流通 の 拡大 

カラ マツ 等 の 地域 材 の 利用 促進 

国道 バイ バス 等 の 開通 に よる 交通 ネッ トワーク の 構築 
外国 人 観光 客 入 込 数 の 回 復 の 遅れ へ の 対応 

製造 品 出荷 額 の 減少 へ の 対応 

農林 業 の 担い 手 の 減少 ・ 高 齢 化 へ の 対応 


E 快適 で 安全 ・ 安 心 な 地域 社会 の 形成 

生活 習慣 病 予防 対策 や 口腔 ケア に 係る 指導 ・ 啓 発 
退院 調整 支援 な ど 医療 と 介護 の 連携 支援 

木綿 バイ オマ ス 利 用 機器 の 導入 

河川 の 防災 施設 の 整備 

脳 血 管 疾 患 な ど に よる 死亡 率 の 低減 

災害 に よる 被害 を 軽減 する 洪水 ・ 土 砂 災 害 へ の 対策 


eeeoooooOo 


eeoooo 





《 振 興 施策 の 基本 方 向 》 
I 地域 の 自立 を 支え る 地域 経済 基盤 の 確立 
1 学術 研究 機能 等 の 集積 を 生か し た 連携 ・ 交 流 に よる IT・ も の づく 
り 産 業 の 振興 
産業 と 地域 の 連携 に よる 滞在 型 広域 観光 の 推進 
地域 資源 を 生か し た 特色 ある 食 産業 と 地場 産業 の 展開 
次 世代 に 継承 で きる 農業 経営 の 展開 と 魅力 ある 農村 資源 の 活用 
森林 資源 の 循環 利用 に よる 林業 ・ 木 材 産業 の 振興 
雇用 ・ 労 働 環境 の 整備 
産業 経済 活動 、 地 域 間 交 流 を 支え る 交通 ネッ トワ ー ク の 整備 
地域 の 魅力 を 生か し た スポ ー ツ の 推進 


II 快適 で 安全 ・ 安 心 な 地域 社会 の 形成 
9 健やか な 暮らし を 支え る 地域 保健 ・ 医 療 の 充実 
10 安心 で 心 豊か な 福祉 コミ ュ ニ ティ づく り の 推進 
11 環境 を 保全 し 自然 と 共生 する 地域 社会 の 創造 
12 快適 な 都市 機能 の 充実 と 住み 良い まち づく り の 推進 
13 住民 の 生命 と 財産 を 守る 防災 対策 の 推進 
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《 第 2 期 ア クシ ョ ンプ ラン の 主 な 成果 と 課題 》 

I 地域 の あら ゆる 資源 を 生か し な が ら 、 世 界 に 通じ る 技術 と 個性 ある 
地域 素材 が 織り な す 強 い 地域 産業 が 曜 動 す る 社会 の 構築 

求人 不足 の 解消 、 も の づく り 総 合力 強化 や 産業 人 材 の 育成 

観光 客 入 込 数 の 岩 災 前 水準 へ の 回 復 

O 農 商工 連携 等 に よる 生産 者 と 食品 事業 者 の 販路 拡大 

〇 集落 営農 組織 の 法人 化 、 木 材 生産 量 の 増大 

O 沿岸 地域 と の 交流 ・ 連 携 を 図る 道路 ネッ トワ ー ク の 構築 

e 

e 


NC 


観光 入 込 客 数 の 伸び 悩み へ の 対応 
農 畜 産物 価格 の 低下 等 に よる 販売 額 の 減少 へ の 対応 


II 助け 合う 風土 や 豊か な 自然 を 大 切 に し な が ら 、 安 全 で 安心 し て 暮 ら 
せる 住み よい 地域 社会 の 形成 
〇 地域 連携 クリ ティ カル バス の 導入 支援 
O 高齢 者 に 対す る 地域 密着 型 サ ービス の 充実 
O 障がい 者 の 地域 生活 へ の 移行 
e 地域 完結 型 の 医療 連携 体制 の 充実 ・ 強 化 
e 自殺 死亡 率 と 脳 血 管 疾患 な ど に よる 死亡 率 の 低減 


| 目指 方 向 性 | 


ド す る 地域 





《 振 興 施 策 の 基本 方 向 》 

I 地域 の あら ゆる 資源 を 生か し な が ら 、 世 界 に 通じ る 技術 と 個性 ある 
地域 素材 が 織り な す 強 い 地 域 産業 が 躍動 する 社会 の 構築 

雇用 ・ 労 働 環境 の 整備 と 若者 の 地元 定着 

世界 に 通用 する も の づく り 基 盤 の 構築 と 伝統 産業 の 振興 

平泉 世界 遺産 を は じ め 多 彩 な 資源 を 生か し た 観光 振興 

多様 な 事業 者 の ネッ トワ ー ク を 活用 し た 食 産業 の 振興 

経営 資源 の 継承 ・ 活 用 に よる 岩手 を リー ド す る 地域 農業 の 展開 

生産 性 の 高い 地域 林業 の 実践 と 木材 産業 の 活性 化 

産業 を 支え る 社会 資本 整備 の 推進 


SN の いひ ロト OO ロビ 


I 助け 合う 風土 や 豊か な 自然 を 大 切 に し な が ら 、 安 全 で 安心 し て 暮 ら 
せる 活力 ある 住み よい 地域 社会 の 形成 
8 地域 で 安心 し て 暮らせ る 医療 の 充実 と 健康 づく り の 推進 
9 誰 も が 安心 し て 生活 で きる 支え 合い の 地域 づく り の 推進 
10 社会 資本 の 維持 管理 と 安全 で 快適 な まち づく り の 推進 
11 環境 と 共生 し た 持続 可能 な 地域 社会 の 構築 
12 未来 を 切り 開く 若者 ・ 女 性 が 活躍 する 活力 ある 地域 社会 の 実現 


《 第 2 期 ア クシ ョ ンプ ラン の 主 な 成果 と 課題 》 

I 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る まち づく り 
O 被災 し た 県 管理 の 公共 土木 施設 等 の 復旧 ・ 整 備 
@ 復興 関連 道路 等 の 整備 の 更 な る 推進 


IE 地域 資源 を 生か し た 活力 ある 産業 づく り 
〇 園芸 や 畜産 な どの 産地 力 の 強化 、 特 用 林産 物 の 流通 ・ 販 売 体制 の 
強化 、 漁 業 生産 基盤 の 復旧 と 整備 
〇 広域 的 な 観光 情報 の 発信 に よる 誘客 の 促進 
〇 被災 事業 者 の 本 格 操業 に 向け た 支援 、 企 業 の 経営 課題 支援 
@ 若年 者 に お ける 地元 就職 低迷 へ の 対応 
e 農林 水産 業 従事 者 の 減少 ・ 高 齢 化 へ の 対応 


II 健康 で 住み よい 地域 づく り 

被災 住民 へ の ここ ろ と 体 の 健康 支援 

被災 診療 所 の 再建 、 保 健 ・ 医 療 、 介 護 ・ 福 祉 の 連携 推進 
青森 県 境 産業 廃棄 物 不法 投棄 事案 へ の 対応 

自殺 死亡 率 と 脳 血 管 疾 患 な ど に よる 死亡 率 の 低減 
高齢 者 や 生活 困窮 者 等 に 対す る 支援 体制 の 構築 


eeooo 
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培 われ た 知恵 ・ 文 化 、 多 様 な 資源 ・ 技 術 を 生か し 、 
a L SUR. ER RED. 
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持続 的 に 発展 する 活 る 地域 
《 振 興 施 策 の 基本 方 向 》 
I 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る まち づく り 

1 防災 対策 の 推進 

2 地域 経済 や 暮らし を 支え る 社会 基盤 の 整備 





IE 地域 資源 を 生か し た 活力 ある 産業 づく り 

3 農林 水産 業 の 経営 体 の 育成 と 産地 形成 
① 農業 
Q 林業 
③ 水産 業 

4 体験 ・ 交 流 型 観光 の 展開 

5 地域 資源 を 生か し た 食 産業 の 振興 

6 も の づく り 産 業 の 振興 

7 雇用 機会 の 確保 と 若者 の 地元 定着 


IE 健康 で 住み よい 地域 づく り 
8 地域 に お ける 医療 と 健康 づく り の 推進 
9 地域 で 支え あう 福祉 の 推進 
10 良好 な 環境 の 保全 
11 定住 環境 の 整備 と 地域 コミ ュ ニ ティ の 活性 化 


沿岸 広域 振興 賠 に つい て は 、 東 日 本 大 岩 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 が 最 重 要 の 課題 で ある こと か ら 、 当 面 は 「 岩 手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 計画 ] に 基づき 、 取 組 を 推進 する こと と し ます 。 
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いわ て 県 民 計 画 「 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン 【 行 政経 営 編 】」 の 概要 


pm zm 経営 感覚 な 課題 に 財源 や 人 的 資源 効果 的 ・ 効 率 的 に 取り * 果 を 挙げ る 「 行 政経 営 点 、 地域 の 特性 を 活か し つつ 、 先 進 
[行政 経営 」 の 視点 を 重視 経営 感覚 を も っ て 重要 な 課題 に 財源 や 人 的 資源 を 配分 し 効果 的 ・ 効 率 的 に 取り 組み 成果 を 挙げ る 「 行 政経 営 」 の 視点 を 重視 し て 、 地域 の 特性 を 活か し 先進 


的 な 視野 を も ち 、 IC T (情報 通信 技術 ) な ども 積極 的 に 活用 し な が ら 、 政 策 編 及び 地域 編 を 含め た 「 い わ て 県 民 計 画 」 全 体 の 目標 達成 に 向け た 取組 を 推進 する 。 


「 プ ロモ ーション 」 を 積極 的 に 展開 | 多様 な 主体 の 動機 付け や 活動 の 促進 を 図る 「 プ ロモ ーション 」 を 積極 的 に 展開 し 、 公 共 サ ービス 分 野 に お ける 連携 ・ 協 働 の 輪 の 更 な る 拡大 を 図る 。 


職員 一 人 ひと り の 行動 指針 と し て 「 岩 手 県 職員 呈 草 」 を 共有 


岩手 県 職員 憲章 < て 私 た ちの 5 つの 信条 < 


全 職 員 が 「 岩 手 県 職員 と し て の ある べき 姿 」 を 示す 「 岩 手 県 職員 唱 草 ] を 共有 し 、 一 丸 と な っ て 行動 し て いく 。 
県 民 本 位 ・ 能 力 向 上 ・ 明 朗 快活 ・ 法 令 遵 守 ・ 地 域 意 識 


【 基 本 万 針 1 】 
いわ て の 未来 づく り を 支え る 専門 集団 
へ の 更 な る 進化 


【 基 本 万 針 2】 
多様 な 主体 の 連携 ・ 協 働 に よる 
公共 サー ビス の 提供 


€» Jabie) 
いわ て を 支え る 持続 可能 な 財政 
構造 の 構築 


【 基 本 万 針 4】 
活力 に 満ち た いわ て を 実現 する 
分 権 型 行政 シ ステ ム の 構築 





《 今 後 の 課 題 》 
県 は 、 東 日 本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 と ふる さと 振興 、 


さら に は その 先 に ある 「 希 望郷 いわ て 」 の 実現 に 向け て 、 


地域 社会 を 構成 する あら ゆる 主体 が 共に 支え 合い な が ら 
総力 を 結集 し て いく 「 地 域 経営 」 の 推進 者 と し て 、 ま ず 
は 県 自身 が 県 民 の 期待 と 信頼 に 応え る よう な 成果 を 挙げ 
て いく 必要 が あり ます 。 


《 取 組 の 方 向 性 》 
組織 改編 、 人 材 確保 、 職 員 育 成 、 職 場 環境 の 整備 等 に 
より 、 復 興 や ふる さと 振興 等 の 重要 な 地域 課題 に 取り 組 
お 体制 の 充実 を 図る と と も に 、 県 民 の 期待 と 信頼 に 応え 
る 行政 サー ビス の 提供 に 取り 組み ます 。 


《 具 体 的 な 推進 項目 》 


(1) 復興 や 地域 課題 に 取り 組 お 体制 の 充実 
① 復興 や 地域 課題 対応 を 重点 と する 組織 体制 の 整備 
② 復興 や 地域 課題 対応 を 担う 人 材 の 確保 
③ 職員 育成 の 充実 
④ 職場 環境 の 整備 
(2) 県 民 の 期待 と 信頼 に 応え る 行政 サー ビス の 提供 
(D 岩手 県 職員 憲章 の 実践 
Q 政策 形成 機能 の 強化 
③ 県 民 ・ サ ービス の 利便 性 の 向上 
④ 公営 企業 の サー ビス 品質 向上 
⑤ 行政 運営 の 透明 性 の 向上 
(6 公共 調達 の 最適 化 
(D 適正 な 事務 処理 の 確保 
監査 機能 の 強化 
(9) 危機 管理 体制 の 強化 


(今後 の 課題 》 

県 は 、「 地 域 経営 」 の 推進 者 と し て 、 復 興 を 進 
め る 中 で 生ま れ て いる 多く の 絆 、 つ な が り を 財産 
と し 、 今 後 の 復興 や 地域 課題 対応 を 支え る 連携 ・ 
協 働 の シス テム と し て 確立 し て いく 必要 が あり ま 
す 。 


《 取 組 の 方 向 性 》 
「 開 か れ た 復興 」 の 推進 や 県 民 総 参加 に よる 

「 希 望郷 いわ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 」 開催 な 
ど 、 県 と 多様 な 主体 と の 連携 ・ 協 働 に よる 具体 的 
な 取組 を 進め ます 。 

復興 や 地域 課題 対応 に 向け て 連携 ・ 協 働 し て 取 

り 組 お N P O 等 の 運営 基盤 強化 な ど 、 公 共 サ ー ビ 
スズ 分 野 の 連携 ・ 協 働 の 輪 を 広げ る 環境 の 整備 を 進 
め ま す 。 


《 具 体 的 な 推進 項目 》 


(1) 県 と 多様 な 主体 と の 連携 ・ 協 働 の 推進 
① 開か れ た 復興 の 推進 
Q 県 民 総 参加 の 「 希 望郷 いわ て 国体 ・ 希 望郷 
いわ て 大 会 」 開催 
③ 連携 ・ 協 働 の 全面 展開 


(2) 公共 サー ビス 分 野 の 連携 ・ 協 働 の 輸 を 広げ る 
環境 の 整備 
①NPO 等 の 運営 基盤 強化 
② 地域 コミ ュ ニ ティ の 活動 促進 
③ 地方 独立 行政 法人 の 目標 達成 支援 
④ 県 出資 等 法人 の 目標 達成 支援 
⑤ 指定 管理 者 制度 導入 施設 の サー ビス 向上 
⑥ オー プン デー タ の 推進 


(今後 の 課題 》 

増大 する 社会 保障 関係 経費 や 高 水準 で 推移 す 
る 県 債 の 償 可 な ど に より 、 今 後 も 厳し い 財 政 運 
営 が 予想 され る こと か ら 、 政 策 編 及び 地域 編 の 
目標 達成 を 最 優先 と し つつ 、 持 続 的 に 行政 サー 
ビス を 提供 で きる よう な 財政 構造 を 構築 し て い 
く 必 要 が あり ます 。 


《 取 組 の 方 向 性 》 
歳入 確保 の 取組 を 強化 する と と も に 、 政 策 編 
及び 地域 編 の 目標 達成 に 向け て 足 重 な 財源 の 重 
点 的 か つ 効 果 的 な 活用 を 図る た め 、 予 算 編成 に 
お いて 適正 な 公債 費 負 担 に 配慮 し な が ら 全 て の 
事務 事業 を 精査 し 、 歳 出 の 重点 化 と 将来 負担 の 

軽減 を 図り ます 。 


《 具 体 的 な 推進 項目 》 


(1) 歳入 確保 の 強化 
① 県 税収 入 の 確保 
② 滞納 債権 対策 の 強化 
③ 県 有 資 産 の 有効 活用 
④ 受益 者 負担 の 適正 化 

(2) 歳出 の 重点 化 と 将来 負担 の 軽減 
① 投資 的 経費 の 見 直し 
Q 補助 金 ・ 負 担 金 の 見 直し 
③ 公債 費 負 担 の 適正 管理 
④ 公共 施設 等 の 長寿 命 化 
⑤ 情報 シス テム の 最適 化 


(今後 の 課題 》 

今後 、 復 興 や 地域 課題 対応 に 向け た 地域 視 
点 の 取組 が 展開 し や すく な る よう 、 主 体 的 な 
自治 体 間 連携 に よっ て 地域 の 自治 の 力 を 高め 
つつ 、 地 域 の こと は 地域 に 住む 住民 が 決め る 
と いう 地方 分 権 改 革 の 理念 に 治っ て 地方 の 自 
貼 度 を さら に 拡大 する 取組 を 進め る 必要 が あ 
り ま す 。 


《 取 組 の 方 向 性 》 

と 地方 が 本 来 果 た すべ き 役 割 を 踏ま え 、 
県 内 市 町 村 と の 連携 場 力 体制 を 強化 し 、 共 通 
する 地域 課題 を 有する 全国 の 自治 体 と の 自治 
体 間 連 携 を 推進 する と と も に 、 地 方 分 権 改革 
の 理念 に 治っ て 、 地 方 自治 体 が より 一 層 主 体 
性 を 発揮 で きる よう 国 に 働き か け て いき ます 。 


《 具 体 的 な 推進 項目 》 


(1) 復興 や 地域 課題 対応 に 向け た 連携 の 推進 
① 市 町 村 と の 連携 協力 体制 の 強化 
Q 県 外 自治 体 と の 連携 


(2) 地方 分 権 改革 の 推進 
① 地方 分 権 改 革 の 推進 


